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１学校沿革 

 

平成２年度 

１０月１８日 「沖縄県立高等学校等の設置に関する条例の一部を改正する条例」の公布により名称 

及び位置が決定される「沖縄県立沖縄高等養護学校」「具志川市字田場」 

１１月 １日 沖縄県立盲学校，聾学校及び養護学校学則の一部改正を受け，「沖縄県立沖縄高等養 

護学校」発足，設立準備室が県教育庁保健体育課内に設置される 

初代校長 真栄城徳仁，教頭 大城正大，事務長 波照間永紘発令 

１月１７日 第１回入学選抜検査実施，受検生７２名（～１８日 於：県立教育センタ－） 

１月１９日 文部省初等中等教育局特殊教育課教科調査官大南英明氏来訪 

 

平成３年度 

 ４月 ８日 第１回入学式 入学生４５名（男子２７名 女子１８名） 

於：県立教育センター 

 ５月１０日 開校式典並びに開校祝賀会 

 ５月１１日 県立名護養護学校金武分校での授業開始 

 ５月２５日 ＰＴＡ結成総会 

 ９月１２日 県立名護養護学校金武分校から本校への移転作業（～１４日） 

 ９月１７日 新校舎への入校式 

 

平成４年度 

 ４月 ８日 第２回入学式 入学生４４名（男子２１名 女子２３名） 

 ９月 ８日 尚副知事本校視察 

１２月 ７日 文部省初等中等教育局特殊教育課教科調査官吉田昌義氏来訪 

２月 ８日 温室落成 

 

平成５年度 

４月 ８日 第３回入学式 入学生４５名（男子２９名 女子１６名） 

２月１８日 平成４・５・６年度文部省指定特殊教育実験学校２年次研究発表会 

３月１０日 第１回卒業式 卒業生４１名（男子２３名 女子１８名） 

 

平成６年度 

４月 ８日 第４回入学式 入学生４３名（男子２９名 女子１４名） 

１月２７日 平成４・５・６年度文部省指定特殊教育実験学校３年次研究発表会 

（参加者 県外４１名 県内９７名） 

１月２９日 第１回同窓会開催（ニュ－三和会館） 

３月１０日 第２回卒業式 卒業生３９名（男子２３名 女子１６名） 

 

平成７年度 

４月１０日 第５回入学式 入学生４５名（男子２２名 女子２３名） 

３月 ８日 第３回卒業式 卒業生４５名（男子２９名 女子１６名） 

 

平成８年度 

４月 ９日 第６回入学式 入学生４４名（男子２７名 女子１７名） 

３月 ８日 第４回卒業式 卒業生３９名（男子２５名 女子１４名） 

 

平成９年度 

４月 ８日 第７回入学式 入学生４５名（男子２８名 女子１７名） 

３月１０日 第５回卒業式 卒業生４４名（男子２１名女子２３名） 



平成１０年度 

４月 ８日 第８回入学式入学生４１名（男子３０名 女子１１名） 

１０月１７日 友愛ピック茨城大会バスケットボール女子優勝 

３月１０日 第６回卒業式 卒業生３６名（男子２２名女子１４名） 

 

平成１１年度 

４月 ８日 第９回入学式 入学生４１名（男子２２名 女子１９名） 

１０月 ５日 友愛ピック島根大会金賞（立ち幅跳び、５０Ｍ走） 

１０月２２日 校訓制定委員会校訓「希望（ゆめ）・敬愛・自立」制定 

３月 ８日 特殊教育諸学校緑化コンクール特別賞受賞 

３月１０日 第７回卒業式 卒業生４４名（男子２８名 女子１６名） 

 

平成１２年度 

４月１０日 第１０回入学式 入学生４０名（男子２２名 女子１８名） 

５月１２日 創立１０周年記念式、校訓碑除幕式及び祝賀会 

１０月２７日 友愛ピック岐阜大会準優勝報告会バスケット選手８名 

２月１７日 沖縄県学校ダンスフェスティバル参加「風の祈り」会長賞受賞 

３月 ９日 第８回卒業式 卒業生３８名（男２８名 女１０名） 

 

平成１３年度 

４月 ９日 第１１回入学式 入学生４０名（男子２１名 女子１９名） 

１０月２５日 全国障害者スポーツ大会（宮城県） 

女子バスケット部準決勝進出、男子５０Ｍ優勝 

３月 ８日 第９回卒業式 卒業生４０名（男２１名 女１９名） 

 

平成１４年度 

４月 ９日 第１２回入学式 入学生４０名（男子２２名 女子１８名） 

２月１５日 沖縄県学校ダンスフェスティバル会長賞受賞 

 ３月 ７日 第１０回卒業式 卒業生４０名（男２２名 女１８名） 

 

平成１５年度 

 ４月 ８日 第１３回入学式 入学生４０名（男子２０名 女子２０名） 

 ３月 ５日 第１１回卒業式 卒業生４０名（男子２１名 女子１９名） 

 

平成１６年度 

 ４月 ８日 第１４回入学式 入学生４０名（男子２８名 女子１２名） 

 ２月２６日 スペシャルオリンピックス世界大会フロアホッケー銀メダル受賞 

 ３月１１日 第１２回卒業式 卒業生３７名（男子２１名 女子１６名） 

 

平成１７年度 

 ４月 ７日 第１５回入学式 入学生４０名（男子２２名 女子１８名） 

 ３月１０日 第１３回卒業式 卒業生４０名（男子２０名 女子２０名） 

 

平成１８年度 

 ４月 ７日 第１６回入学式 入学生４０名 

１０月２０日 沖縄都市緑化コンクール最優秀賞（沖縄県知事賞）受賞 

１１月１１日 第２９回高校総合文化祭美術工芸部門優秀賞（１名） 

 ３月 ９日 第１４回卒業式 卒業生３８名（男子２７名 女子１１名） 

 



平成１９年度 

 ４月 ９日 第１７回入学式 入学生４８名（男子３０名 女子１８名） 

 ３月 ９日 第１５回卒業式 卒業生３７名（男子２１名 女子１６名） 

 

平成２０年度 

 ４月 ７日 第１８回入学式 入学生４５名（男子２３名 女子２２名） 

 ３月 ６日 第１６回卒業式 卒業生３７名（男子１９名 女子１８名） 

 

平成２１年度 

 ４月 １日 県条例並びに沖縄県立特別支援学校管理規則の一部改正により 

学校の名称を「沖縄県立沖縄高等特別支援学校」に変更 

 ４月 ７日 第１９回入学式 入学生４４名（男子２８名 女子１６名） 

 ４月１３日 学校名変更に伴い、校歌の歌詞とメロディーの一部を変更 

１０月２８日 沖縄県緑化コンクール「学校環境緑化の部」特選（県知事賞）受賞 

 １月２９日 平成２２年度入学志願者選抜検査合格発表（分教室初の合格者） 

 ３月 ５日 第１７回卒業式 卒業生４８名（男子３０名 女子１８名） 

 

平成２２年度 

 ４月 １日 県立南風原高等学校と県立中部農林高等学校に本校分教室設置 

（南風原分教室と中部農林分教室に各１教室） 

 ４月 ７日 第２０回入学式 入学生 本校４５名（男子２６名 女子１９名） 

 南風原分教室９名 中農分教室８名   

１０月２０日 創立２０周年記念式典・祝賀会 

 ３月 ４日 第１８回卒業式 卒業生４２名（男子２１名 女子２１名） 

    

平成２３年度 

 ４月 ７日 第２１回入学式 入学生 本校４５名（男子２６名 女子１９名） 

 南風原分教室１０名 中農分教室１０名 

 ５月１５日 全国障害者スポーツ大会知的障害者サッカー競技 

九州ブロック地区予選会（宮崎県）ブルーシーサー優勝 

 ６月１９日 全国障害者スポーツ大会知的障害者女子バスケットボール競技 

九州ブロック地区予選会（宮崎県）ちゅらさん優勝 

１０月２２日 全国障害者スポーツ大会山口大会男子サッカー第３位 

 ３月 ９日 第１９回卒業式 卒業生４４名（男子２８名 女子１６名） 

 

平成２４年度 

 ４月 ９日 第２２回入学式 入学生 本校４５名（男子２６名 女子１９名） 

 南風原分教室１０名 中農分教室１０名 

１０月２６日 南風原分教室多目的教室・実習棟竣工 

 ３月 ８日 第２０回卒業式 卒業生５８名（男子３５名、女子２３名） 

 

平成２５年度 

 ４月 ８日 第２３回入学式 入学生 本校４５名（男子２６名 女子１９名） 

 南風原分教室１０名 中農分教室１０名  

 ５月１５日 県福祉保健部訪問 九州サッカー大会優勝報告 

 ３月 ７日 第２１回卒業式 卒業生４３名（男子２６名 女子１７名） 

 

平成２６年度 

 ４月 １日 県立陽明高等学校に本校分教室設置（陽明分教室 1 教室） 



 ４月 ７日 第２４回入学式 入学生７５名（男子４７名 女子２８名） 

本校４５名、中部農林分教室、南風原分教室、陽明分教室各１０名 

 ５月２５日 全国障害者スポーツ大会バスケットボール九州地区予選優勝 

 １月１２日 日本障害者選手権水泳競技大会（千葉県） 

２５Ｍ平泳ぎ２位、５０Ｍ平泳ぎ３位（南風原分教室 １名） 

 ３月 ６日 第２２回卒業式 卒業生５８名（男子３２名、女子２６名） 

 

平成２７年度 

 ４月 ７日 第２５回入学式 入学生７５名（男子５３名、女子２２名 

本校４５名、中部農林分教室・南風原分教室・陽明分教室各１０名 

 ３月１１日 第２３回卒業式 卒業生６３名（男子３６名、女子２７名） 

 

平成２８年度 

 ４月 ７日 平第２６回入学式 入学生７４名（男子４３名、女子３１名） 

本校４５名、中部農林分教室、南風原分教室各１０名、陽明分教室９名 

１０月２９日 県高等学校新人体育大会レスリング１位：仲程生龍（九州大会５位） 

 ３月１０日 第２４回卒業式 卒業生７５名（男子４７名、女子２８名） 

 

平成２９年度 

 ４月 １日 中部農林、南風原、陽明の各分教室が高校併設高等支援学校として開校 

       定期人事異動により２０名赴任  

※教頭１人制となる ※「就労技術科」設置 

 ４月 ７日 第２７回入学式 入学生４５名（男子３０名、女子１５名） 

５月２８日 全日本学校関係緑化コンクール特選 文部科学大臣賞受賞 

３月 ９日 第２５回卒業式（男子３４名、女子１０名 計４４名） 

校門前押しボタン式信号機設置・横断歩道移設完成式典 

 

平成３０年度 

４月 ９日 第２８回入学式 入学生４５名（男子３１名、女子１４名） 

３月 ８日 第２６回卒業式 卒業生４４名（男子２６名、女子１８名） 

 

平成３１年度・令和元年度 

４月 ９日 第２９回入学式 入学生４５名（男子２８名、女子１７名） 

５月 １日 「平成」から「令和」へ改元 

２月１６日 第５回全国知的障害特別支援学校高等部サッカー選手権第４位 

３月１０日 第２７回卒業式 卒業生４４名（男子３０名、女子１４名） 

 

令和２年度 

 ４月 ７日 新型コロナウイルス感染防止のため県立学校臨時休業 

 ～5 月 20 日 

 ５月２１日 第３０回入学式 入学生４５名（男子３４名、女子１１名） 

７月１１日 創立３０周年記念式典挙行（来校出席者５２名 ライブ配信） 

２月１３日 第２７回全国特別支援学校文化祭書道部門 

全国特別支援学校知的障害教育校長会長賞：比嘉華乃（３年） 

３月１０日 第２８回卒業式（卒業生男子２９名、女子１４名、計４２名） 

 

令和３年度 

 ４月 ７日 第３１回入学式 入学生４５名（男子３０名、女子１５名） 

１０月２４日 ２０２１全国ダウン症アスリート陸上競技記録会（宮崎市） 



    高校男子２００ｍ １位：３年男子 ※高校生日本記録 

    高校男子１００ｍ ３位：３年男子 

２月１１日 第２８回全国特別支援学校文化祭写真部門優秀賞：３年男子 

３月１０日 第２９回卒業式（卒業生男子２４名、女子１７名 計４１名） 

 

令和４年度 

４月 ７日 第３２回入学式 入学生４３名（男子２８名、女子１５名） 

４月２３日 第２２回全国障害者スポーツ大会サッカー競技（長崎県） 

      沖縄県代表 ２年男子２名 

５月１５日 第２２回全国障害者スポーツ大会ソフトボール競技（長崎県） 

      沖縄県代表 ３年男子４名 

７月２３日 第２２回アビリンピックおきなわ 2022（沖縄職業能力開発大学校） 

     喫茶サービス金賞：３年女子（全国大会沖縄県代表）                

７月２４日 第１回全国特別支援学校フットサル大会沖縄県予選 

      Ａチーム準優勝：九州大会派遣決定  

８月２０日 第３２回児童・生徒平和メッセージ 

      【作文部門】特支最優秀賞：２年男子  

特支優秀賞：２年男子２名 

【詩部門】特支優秀賞：３年男子  

９月１１日 第１回全国特別支援学校フットサル大会九州地区大会 準優勝 

 ９月２６日 沖縄県クリーニング師国家試験合格 ２年女子１名 

１０月１日 窯業コース２年生９名 第１５１回九州地区高校野球大会記念品納品

（シーサーマグネット） 

 １１月 ３日 第４２回全国アビリンピック（千葉県 幕張メッセ） 

     喫茶サービス・オフィスアシスタント出場 ３年女子１名 

 １１月１７日 窯業コース３年生８名 第２９回具商デパート リゾート店舗３納品                    

（赤瓦ランプ） 

３月 １日 第３０回卒業式（卒業生男子３１名 女子９名 計４０名） 

 ３月２４日 令和４年度修了式・離任式 

 

令和５年度 

４月 ７日 第３３回入学式 入学生５０名（男子３２名、女子１８名） 

～７月 11 日 学校見学（全 14 回 生徒 194 名 保護者 208 名 引率 79 名 計 481 名） 

６月 ３日 第２４回全国障害者スポーツ大会サッカー競技（鹿児島県） 

      沖縄県代表 ３年男子２名 １年男子 

 第２４回全国障害者スポーツ大会バスケットボール競技（鹿児島県） 

      沖縄県代表 ２年女子２名 

７月１５日 第２３回アビリンピックおきなわ 2023（沖縄職業能力開発大学校） 

     喫茶サービス    金賞：３年女子 全国大会沖縄県代表 

       オフィスアシスタント金賞：３年男子 全国大会沖縄県代表 

８月２０日 第３３回児童・生徒平和メッセージ 

      【作文部門】特支優秀賞：１年男子  

特支優秀賞：２年女子 

【詩部門】特支優秀賞：３年女子  

９月２８日 交流及び共同学習  

本校３年窯業コース 9 名と具志川商業高校３年生 10 名 

１０月１０日 就業体験（全学年校外）２年生の自宅からの就業体験実施 

  ～２０日 

１０月１８日 入学志願者募集要項説明会  



１１月１７日 第４３回全国アビリンピック（千葉県 幕張メッセ）出場 

    喫茶サービス ３年女子 

     オフィスアシスタント ３年男子 

１２月 ４日 うるま市長表敬訪問（うるま市役所市長室） 

       校長 教頭 教務主任 進路主任 ２年男子 

１月１７日 第 18 回うるま市「ありがとうの手紙」作文コンクール  

特別支援高校の部：金賞 １年女子 

３月 １日 第３１回卒業式（卒業生男子３１名 女子１５名 計４６名） 

３月２２日 令和５年度修了式・離任式 

      

令和６年度 

４月 １日 定期人事異動 １８名 

４月 ８日 １学期始業式 

第３４回入学式 入学生５０名（男子２７名、女子２３名） 

 ４月１１日 沖縄美装管理会社(５０周年記念)との連携事業 

 記念品湯呑み（６５０個）贈呈 （窯業コース３年） 

 ４月２５日 少年犯罪についての講話 

 ４月２９日 うるま市役所へ蓋付き湯呑み贈呈 

       （窯業コース２年 代表：２年 仲村拓実・安里頼飛） 

 ５月 ７日 交通安全教養講座開講式（受講生４４名、協力：安ゲ名自動車学校） 

５月１４日 

～７月９日 学校見学（全 12 回 生徒 342 名 保護者 311 名 引率 90 名 計 743 名） 

５月２５日  

    ～２６日  県高校総体卓球競技 女子団体戦ベスト８  

 ５月２７日 

～６月７日 就業体験（1 年校内 ２年、３年校外） 

６月 ７日 2024 全国障害者スポーツ大会「SAGA2024」リハーサル大会サッカー競技 

      九州大会 サッカー競技（佐賀県）沖縄県代表 ２年男子  

      バスケットボール競技 沖縄県代表 １年女子 ３年女子  

６月２１日 企業合同説明会(1・2 年対象)（株）サンエー・サンエー運輸／金秀興産  

６月２５日 火災避難訓練 

６月２９日  

 ～３０日 フォークリフト運転業務に係る特別教育 １８名受講 

７月 ５日 令和６年度 第１回日本漢字能力検定  

合格者６名（３級１名、４級２名、５級１名、６級２名）  

７月１１日 薬物乱用防止講話 

７月１６日 交流及び共同学習（２学年：中部農林高校） 

 ７月１９日 １学期終業式 

７月２０日 第２４回アビリンピックおきなわ 2024（沖縄職業能力開発大学校） 

      喫茶サービス   金賞：２年男子 全国大会沖縄県代表 

        ワードプロセッサ 金賞：３年女子 全国大会沖縄県代表 

８月２０日 

～２１日 ガス溶接技能講習 １６名受講 

８月２４日 第３４回児童・生徒平和メッセージ 

      【作文部門】特支優秀賞：２年女子  

  特支佳作：２年男子５名 ２年女子 

  ８月２７日 

～２９日 アーク溶接特別教育 ２０名受講 

９月 ２日 ２学期始業式 



９月 ９日 沖縄県国際交流員出前授業 １年２組・５組 英語の授業で実施  

９月１０日 不審者侵入対策訓練 

９月１８日 講話「スクールロイヤーからみた高校生の違法行為」（全学年対象） 

９月２４日  

～１１月２９日 志願前相談実施 相談生徒 62 校 129 名 

９月２７日 寄宿舎職員研修「命の学習会」 

       講師：みんなの保健室おきなわ 助産師：知念菜穂子氏 

１０月 ４日 認知症サポート養成講座（２・３年 介護アシスタント） 

       就業体験保護者説明会・進路講話（全学年） 

１０月 ７日 就業体験（全学年校外） 

  ～１８日  

１０月１６日 入学志願者募集要項説明会 

１０月２２日 沖縄県高校新人大会ボクシングの部 ピン級 ３位 ２年男子 

１０月２３日 生と性の学習会 

１０月２５日 小型車両系建設機械運転特別教育修了  

１年生２名 ２年生７名 ３年生４名 計１３名 

１０月２７日 2024 全国障害者スポーツ大会｢SAGA2024｣(佐賀県) 沖縄県代表 

バスケットボール競技出場 １年女子  ３年女子  

              卓球競技２位 １年女子 

１０月２９日 具志川商業高校との交流及び共同学習 窯業コース３年 

       （赤瓦ランプと具商デパートとの学校間連携） 

１０月３１日 ハロウィン交流会（１・２年福祉コース：ひがしの大空保育園 園児 

４５人・職員６人） 

１１月 １日 開校記念日 

 私服登校日（生徒会提案） 

１１月 ５日 総合防災避難訓練（沖縄県広域地震・津波避難訓練） 

１１月 ６日 企業合同説明会（１・２学年対象） 

１１月 ８日 令和 6 年度第 2 回日本漢字能力検定  

合格者３名（5 級１名 7 級２名） 

 

１１月 ８日 第１回特別支援学校技能検定 

メンテナンス部門 テーブルふき：１年生９名受検 

 モップ   ：１年生１０名受検  

  ダストクロス：１年生５名受検 

          接客部門        喫茶サービス：２年生４名受検 全員１級認定  

第３１回具商デパートへ赤瓦ランプ納品(窯業コース３年）  

１１月１１日 令和６年度数学検定 合格者１名（８級）   

１１月１３日 うるま市福祉まつりボランティア参加 

「認知症啓発イベント RUN 伴走花つくり」２年福祉コース９名 

１１月１３日 ２学年修学旅行 生徒４７名 職員１２名 東京・千葉 

  ～１５日 

１１月１５日 産業教育フェアに出店(流通･サービス 窯業 木工 農園芸)3 学年見学 

１１月２０日 沖縄県クリーニング業生活衛生同業組合出前授業① 

       ３年進路講話「履歴書の作成について｣  

１１月２１日 前原高校との交流学習（サッカー ソフトバレー） 

※本校３年生４２名と総合スポーツコース１年生３２名 

１１月２２日 クリーンアップ作戦（全生徒・保護者・職員） 

１１月２３日 第４４回全国アビリンピック（愛知県 愛知国際展示場）出場 

喫茶サービス   ２年男子 



ワードプロセッサ ３年女子 

１１月２８日 沖縄県クリーニング業生活衛生同業組合出前授業② 

１１月２９日 第３６回特別支援学校体育大会（沖縄市陸上競技場） 

１２月 ５日 特別支援学校キャリア教育・就労支援発表会 発表者：３年男子 

１２月 ８日 第３４回沖高特祭 テーマ『全力でチームで協力し、値段以上の笑顔で

最高の商品を届けよう』 

１２月１６日 「折れない心を育てる～いのちの授業～」(２学年） 

１２月１８日 第２回 生と性の学習会「生と性の学習」  

寄宿舎お楽しみ会 

１２月２０日 ザ・ビッグ田場店よりクリスマスプレゼント受贈（お菓子 飲み物） 

１２月２３日 農園芸コース うるま市社会福祉協議会へキャベツ贈呈 

１２月２４日 生徒会役員選挙  

１２月２５日 ２学期終業式 

１月 ７日 ３学期始業式  

 １月１９日 第２１回体育祭「みんなが主役 楽しんだもの勝ち 仲間と助け合い全

力で絆を深めよう」 

１月２３日 第２回特別支援学校技能検定 

メンテナンス部門 テーブルふき：１年生９名受検 全員１級認定 

           モップ   ：１年生９名受検  

ダストクロス：１年生４名受検 

        接客部門         喫茶サービス：２年生４名受検 全員１級認定 

        パソコン部門    ワード   ：１年生４７名受検 

１月２４日 プロバイオリニスト竜馬氏 演奏会 

１月２５日 うるま市産業まつりに出店（流通サービス・窯業・木工・農園芸） 

 １月２５日 第６２回「沖縄教育版画コンクール」(琉球新報社主催) 

       特選：２年男子・３年女子  

       佳作：２年男子・３年男子 

 １月３０日 ３年進路講話「余暇活動」 

１月３１日 介護に関する入門的研修修了(２年・３年介護アシスタント班 18 名） 

２月 １日 沖縄県ボクシング選手権大会 ピン級２位 ２年男子 

 ２月 ７日 特別支援学校駅伝競走大会 総合２位Ａチーム 総合３位Ｂチーム 

沖縄県児童生徒等表彰 他の生徒の模範部門 ３年男子  

  ２月 ５日 「自立の取り組み～社会人マナー編～」寄宿舎  

 ２月１４日 先輩と語ろう会～暮らしの場所～（２学年） 

 ２月１９日 先輩と語ろう会～夢の実現・キャリアアップ～（２学年） 

 ２月２６日 先輩と語ろう会～余暇の充実～（２学年） 

 ２月２８日 介護職員初任者研修終了 ２年福祉コース（９名） 

３月 １日 第３２回卒業式（卒業生男子２８名 女子１４名 計４２名） 

卒業生総数１,４８１名 

３月 ４日 令和７年度入学者選抜検査１日目（５９名受検） 

３月 ５日       〃     ２日目（  〃  ） 

３月１９日 令和６年度修了式・離任式 

３月３１日 定期人事異動 １９名 



１　健康で明るく、逞しく、心豊かな人
２　力強い意志を持ち、最後までやり抜く人
３　自分で考え、自信をもって行動できる人
４　楽しく働き、社会に貢献できる人

学校経営の基本姿勢

１　より良い教育を通じて、より良い社会づくりに貢献する学校
２　生徒の自己実現と社会参加・自立を促進し、社会に貢献できる人材を育
　　成する学校
３　保護者が信頼し、我が子の社会自立を託せる学校
４　教職員が個々の特性を発揮するやりがいのある学校
５　地域社会との連携を目指し、変化を柔軟に受け止めて対応する学校

２　令和７年度学校経営の方針

○生徒の実態
○保護者の願い
○教師の願い
○地域社会の期待
○社会・経済情勢

学校の教育目標

めざす生徒像  【明（明るく）元（元気）素（素直）】

○校訓
　希望（ゆめ）・敬愛・自立
○沖縄県教育施策
○教育基本法
○学習指導要領

 　 生徒一人一人の特性等を最大限に発揮させ、将来の職業的・社会
的自立を図り、働く喜びと誇りを持ち自他ともに敬愛する心豊かな 人間
の育成をめざす。

教育方針

1　職業的自立・社会参加を目指し「生きる力」を育成する。

２　コミュニケーション力を育み対人関係の構築を図る。

３　個性の発見に努め、余暇活動の充実を図る。

４　豊かに生きる力につながる体力づくりを推進する。

５　生活習慣の確立と金銭感覚の育成を図る。

６　綿密な計画の下に、個に応じた授業実践を行う。

７　将来の生き方と結びついた道徳教育及び性教育の確立を図る。

１　学部、寄宿舎、PTAの協働体制の確立を図り、学校経営の効果的運営と共

に、家庭教育の充実を推進する。

２　特別支援学校技能検定等に積極的に参加させ、生徒の自己肯定感の向上を

図る。

３　記録会の継続等、全体マラソンの取り組みの充実を図る。

４　安全教育・危機管理教育の実施と点検活動の充実を図る。

５　教育支援システムの活用を図り、校務処理の効率化を図る。

６　道徳教育・性教育の充実、深化を図る。

７  関係機関と有機的な連携を図り、進路決定の支援に繋げる。

１　教師自らが社会の変化に柔軟に対応し、人権感覚を磨き、生徒一人一

人を大切にし、豊かな人間性を育む教育活動を行う。

２　「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」の活用を図り、生徒一

人一人の教育的ﾆｰｽﾞに基づく教育実践を行う。

３　就労技術科における各コースの授業実践を通して、一人一人の社会

的・職業的自立に向けて必要な基盤となる能力や態度（ライフスキル）を育

み、キャリア発達を促す「キャリア教育」を実践する。

４　寄宿舎での集団生活を通して、人間相互の関係や規律を学ばせ、心理

的な安定や豊かな心を育む自立へ向けた活動の充実を図る。

５　たくましく生きるため、自ら体力づくりに勤しむ生徒の育成を図る。

６　寄宿舎と教育課程、各分掌の連携を深め、豊かな人生を生きる人材の

育成に務める。相互理解、支え合いの 生活教育を行う。

７　あらゆる場を通して、生徒の自尊感情や自己肯定感及び自己有用感の

高揚を促し、自信を生み出す指導を行う。

８　実践を重視した磨きあい、支え合う研修づくりに努め、教職員の専門性

や資質の向上を図る。

１　全職員の積極的な経営参画の下で、組織体としての学舎協力体制づくりを確

立し、経営の基本方針を社会と共有する。

２　授業の充実を図り、保護者や地域社会の期待に応える教育実践を行う。

３　安全・安心な教育活動のため、安全教育の推進と安全管理の徹底を図る。

４　専門性を発揮し、保護者や地域、関連　機関と連携し、地域のセンター的役

割を遂行し、「信頼される学校づくり」を進める。

５　全ての教育活動を通してライフスキルを定着し、高める指導を工夫する。

６　地域・関係諸機関との連携を密にし、ＰＤＣＡサイクルに基づく開かれた学校

づくりを推進し、本校生徒職員保護者全員の実績を県内へ広める。

７　快適な学校生活が送れるよう施設・環境の充実を図る。

８　教育公務員としての自覚や誇りを保持し、服務規律の遵守を徹底する。

本年度の重点目標
１　一般就労の推進と意識を高め、3年生全員の進路決定
２　就労技術科における各コースの授業実践をとおして、ライフスキル定着のための取り組みの推進
３　就労技術科における各コースの指導充実を図るとともに、教育課程編成及び入学定員増による施設設備整備の積極的な推進と充実
４　個別の教育支援計画及び個別の指導計画を踏まえ、生徒の実態や障害の状態に応じて、基礎的環境の整備及び合理的 な配慮 に努めた
教育実践の推進
５　近隣高校へのセンター校的役割の発揮、高等支援学校、本庁との協力体制の確立
６　寄宿舎と教育課程との接続を工夫し、保護者及び学舎、地域連携のもと、豊かな人生を歩む人材の育成。
７　学舎連携及び保護者・関係機関との協力体制の構築による適切な道徳教育及び性教育の充実

指導の重点 経営の重点

経営方針



３ 学校教育目標 

  本校の教育は、生徒一人一人の特性等を最大限に発揮させ、将来の職業的・社会的自立を図り、働く

喜びと誇りを持ち自他ともに敬愛する心豊かな人間の育成をめざす。 

 

《めざす生徒像》＜明（明るく）元（元気）素（素直）＞ 

 〇 健康で明るく、逞しく、心豊かな人 

 〇 強い意志を持ち、最後までやり抜く人 

 〇 自分で考え、自信をもって行動できる人 

 〇 楽しく働き、社会に貢献できる人 

 

《めざす学校像》 

 〇 生徒の人権を尊重し、卒業後の人生を見据えた教育を行う学校 

 〇 生徒の職業的・社会的自立を目指した教育活動を行う学校 

 〇 四季をとおして「花と緑」に包まれ、清新でよく整備された環境と活気に満ちた学校 

 〇 地域に開かれると共に、保護者の協力と信頼を得られる学校 

 

《めざす教職員像》 

 〇 生徒の可能性を信じ、授業実践に真剣に取り組む教職員 

 〇 教育専門家として自信と誇りを持ち、常に創意工夫を忘れず研修に取り組む教職員 

 〇 地域や保護者とともに協働し、生徒の人生を共に考える教職員 

 〇 教育公務員としての自覚と他者への奉仕精神を持ち、自ら資質向上に努めるとともに、広い視野で  

  学校経営に参画する教職員 

 

《具体的目標》 

(1) 健康維持と体力の増進を図り、明るく、強く生きぬく人間を育成する。 

(2) 逞しく我慢強い心を育て、最後までやりぬく人間を育成する。 

(3) 学習及び集団生活をとおして生きる力を育むとともに、社会生活への理解を深め、自立できる 

人間を育成する。 

(4) 勤労を尊ぶ態度を養い、職業人として、社会人して「自分は何が貢献できるか」という意識を 

持ち続ける人間を育む。 

(5) 就労に必要な知識・技能・態度等を習得し、社会に貢献できる人間を育成する。 

 

４ 学校の教育目標を達成するための方針 

  本校は、沖縄県教育委員会の掲げる「教育の目標」の達成を基本として、知的障害の比較的軽度の生

徒を対象に、一人一人の障害や特性等に応じて職業教育を中心とした教育を行い、人格の形成と将来の

職業自立に必要な知識・技能・態度等を養うと共に、基本的な生活習慣の形成をとおして社会自立でき

る人間の育成をめざす。 

  そのためには、常に、学校の教育目標の具現化に努め、学年及び学級の教育目標や方針及び寄宿舎の

生活目標を明確にし、生徒の人格尊重を基本に、教職員が一体となって保護者や地域社会及び関係機関

等との連携の下、効果的な教育活動を展開する。 

 



(1) 「生きる力」を育み、個に応じた授業実践の推進 

       学校の教育活動全体を通して、生徒一人一人の実態を把握し、それに基づく個別の指導課題を明 

     確化したうえで、個別の教育支援計画や個別の指導計画等を作成し、それを授業実践で具現化し、

展開する。 

(2) 「合理的配慮」として、個別の教育支援計画や個別の指導計画に対応した柔軟な教育課程の編 

 成や一人一人の状態に応じた教材等の確保（デジタル教材、ICT 機器等の利用）、生活能力や職 

 業能力を育めるよう配慮する。 

(3)  職員の共通理解による生徒指導の徹底 

    全教職員が共通認識のもと、生徒の実態に応じた指導にあたり、問題行動を適切に受けとめて粘

り強く指導し、一人一人の生徒の望ましい生活態度の育成を図る。 

(4)  職業教育及び進路指導の充実 

    個々の能力・適性等に応じた職業教育及び進路指導を行い、進路決定につなげる。 

(5)  寄宿舎における指導の充実 

    将来の社会自立に必要な基本的生活習慣の確立、知識や教養の習得に努めるとともに、卒業後の  

     豊かな生活を目指した余暇活動の指導を充実させる。 

(6)  健康・安全教育を徹底し、自ら健康や安全を守る生徒の育成 

    日常の教育活動の中で、学舎連携して健康・安全の指導を十分行うとともに施設・設備等の安全 

     点検を行い、危機管理教育の充実に努める。 

(7)  学習環境の整備・充実 

    教育課程の実施に必要な施設・設備の整備・充実を図り、安全で楽しく学べる学習環境づくりに   

     努める。 

(8)  校内研究・研修活動の充実 

    軽度知的障害のある生徒への指導の専門性を高めるため、全職員が研究テーマを設定し、授業の  

   改善・充実をめざした研究・研修体制を推進する。 

(9)  開かれた学校づくりの推進 

    ＰＴＡ活動の強化に努めるとともに、沖高特祭等の学校行事、スポーツ、ボランティア活動及び  

     各文化活動への参加をとおして、社会に開かれた教育課程の実践を行い地域社会との交流活動を推

進する。 

 

５ 本年度の重点目標 

(1) 一般就労の推進と意識を高め、３年生全員の進路決定 

(2) 就労技術科における各コースの授業実践をとおして、ライフスキル定着のための取り組みの推進 

(3) 就労技術科における各コースの指導充実を図るとともに、教育課程編成及び入学定員増による

施設設備の積極的な推進と充実 

(4)  個別の教育支援計画及び個別の指導計画を踏まえ、生徒の実態や障害の状態に応じて、基礎的環

境の整備及び合理的な配慮に努めた教育実践の推進 

(5)  近隣校へのセンター校的役割の発揮、高等支援学校、本庁との協力体制の確立 

(6)  寄宿舎と教育課程との接続を工夫し、保護者及び学舎、地域連携のもと、豊かな人生を歩む人材

の育成 

(7) 学舎連携及び保護者・関係機関との協力体制の構築による適切な道徳教育及び性教育の充実 

 



６ 教育課程編成の編成方針 

   本校の教育目標である職業的・社会的自立を図ることを目的として、次の事項に留意して編成する。 

(1)  専門学科に関する教科である「就労技術」の時間数を確保する。 

     職業自立に必要な「基礎的・基本的事項」及び各コースに必要な知識・技能の向上を図るため、 

     ２・３学年をコース制とし、２年間をとおして時数の確保に努め、段階的な指導内容の深化を図る。 

(2)  作業種目を通して、就業に必要不可欠な「あいさつ」「服装」「確認」「後片づけ」「報・連・ 

     相」等の指導を徹底する。 

(3) 進路の選択肢を広げるために「ハウスクリーニング」「縫製」「グリーンインテリア」「オフィ

スアシスタント」「トータルクリーニング」「窯業」「介護アシスタント」等の教科職業の授業内容

を充実させる。 

(4)  部活動の時間確保に努める。 

(5)  道徳科の授業を週時程に設置し、毎週実施することをとおして社会生活に必要な道徳心の涵養を

図る。 

(6)  就業体験は、その趣旨を徹底し運営を充実させつつ、年２回、２週間ずつ実施する。学年を問わ

ず必要に応じて、抽出の就業体験を行うこともある。 

(7)  体育学習やその他のスポーツ活動を通じて集団活動のあり方やルールを学び、各種の運動を通し

て健康の維持増進と体力の向上を図る。 

(8)  各教科を通して、生徒が学習の見通しを立て（仮説）、学習したことを振り返る（評価）、自ら課

題をみつけ克服する（改善）システムを取り入れる。 

(9)  各教科を通して個性の発見に努め、それを伸長し、自信につなげるように取り組む。 

(10) 各種検定、資格取得の取り組みを強化し、キャリア教育の充実に資する。 

(11)「総合的な探求の時間」を通して学び方やものの考え方を身に付け、将来に渡って生きる力を育む

ように工夫する。 

(12) 各教科を通して、将来の社会生活における基礎的・基本的知識が確実に身に付くよう、教材・教

具について創意工夫する。 

(13) 情報端末の活用を推進した情報教育を充実させるとともに、情報モラルを身に付けコンピュー

タや情報通信ネットワークなどの情報手段を適切かつ実践的、主体的な活用を促す。 

(14)  学校図書室を計画的に利用しその機能充実を図り、読書量を高める指導を強化するとともに、生

徒の主体的、意欲的な読書活動及び言語活動の充実を図る。 

(15)  実験・実習にあたっては教材を精選するとともに、安全や保健管理に十分留意する。 

(16)  教育活動全体を通して言語に対する関心や理解を深めさせると共に、言語に関する能力の育成

を図る上で必要な言語環境を整える。 

(17)  性教育に関する組織及び企画力を備えた指導体制の確立を図る。 

(18)  交流及び共同学習や校外での販売学習等を通して、他校の高校生や地域の方々とのかかわりな

ど、生徒のソーシャルスキルの向上を図る。 

 



 

 

７ 各教科等の指導の重点 

（１）各教科の目標 

① 国 語 

言葉による見方・考え方を働かせた言語活動を通して「伝え合う力」を高めるとともに、国語で理

解し表現する資質・能力を育成する。 

ア〔知識及び技能〕 

・表現したり理解したりするために必要な語句の量を増し、話や文章の中で使うとともに、語彙を

豊かにする。 

・話し言葉と書き言葉に違いがあることに気付き、日常使われる敬語を理解し、使い慣れる。 

・生活の中で使われることわざ、慣用句などの意味を知り、また、親しみやすい古文などの文章を

音読するなどして、言葉の響きやリズムに親しむ。 

イ〔思考力、判断力、表現力等〕 

・話し手の意図や気持ちを考えながら、話の内容を適切に聞き取る。（聞くこと） 

・自分の立場や意図をはっきりさせながら、相手や目的、場に応じて適切に話す。（話すこと）  

・相手や目的に応じていろいろな文章を自分の考えが伝わるように工夫して書く。（書くこと） 

・目的や意図などに応じて文章の概要や要点、心情や描写などを適切に読み取る。（読むこと） 

ウ〔学びに向かう力・人間性等〕 

・生活や学習の広がりに応じて様々な文章や本があることを知り、読書の幅を広げる。 

・言葉の働きや、我が国の言語文化に触れ、その良さを認識し、言葉に帯する意識を高める。 

② 社 会 

社会的な見方・考え方を働かせ、社会的事情について関心をもち、具体的に考察する活動を通して、

グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民

としての資質・能力の基礎を育成する。また、成年年齢 18歳引き下げに対応できるよう選挙権や

各種契約等の消費者教育の充実を図る。 

ア〔知識及び技能〕 

 ・我が国のいろいろな地域の自然や生活の様子や伝統・文化の様子について、地図や各種の資料

などを活用して理解するとともに、情報を適切に調べまとめる技能を身につける。 

 ・政治、経済、文化などの社会的事象や情報メディアなどに興味や関心を持ち、生産、消費など

の経済活動に関する基本的な事柄を理解する。 

・郷土や国の文化・歴史を通して、国際社会における日本の地域的特色や役割を理解する。 

イ〔思考力、判断力、表現力等〕 

・生活に関係の深い公共施設や公共物などの利用の仕方を調べ、適切な活用を考え表現できる。 

・政治、経済、文化などの社会的事象や情報メディアなどに興味や関心を持ち、生産、消費など

の経済活動において生産・販売する側や消費者の工夫や努力を捉え表現できる。 

ウ〔学びに向かう力・人間性等〕 

 ・社会の慣習、生活に関係の深い法律や制度を知り、学んだことを生かして社会生活を送ろうと

する態度を養う。 

 ・個人と社会の関係が分かり、社会の一員としての自覚をもつ。 

・成年年齢 18歳引き下げにより変わる契約社会のしくみを知り、消費者の権利や責任、意思決



 

定や契約の重要性が分かり、責任を持って積極的に社会参加する態度を養う。 

・政治や選挙に対する理解を深め、主権者として未来を担う形成者としての態度を養う。 

③ 数 学 

数学的な見方・考え方を働かせ、日常の事象を数学的に解釈し、数学的活動を通して、数学的に考

える資質・能力を育成する。 

ア〔知識及び技能〕 

・整数、小数、分数及び概 の意味と表し方や四則の関係について理解するとともに、整数、小数

及び分数の計算についての意味や性質について理解し、それらを計算する技能を身に付けるよ

うにする。 

・身の回りにある長さ、体積、重さ及び時間の単位と測定の意味について理解し、量の大きさにつ

いての感覚を豊かにするとともに、それらを測定することについての技能を身に付けるように

する。 

・比例の関係や異種の二つの量の割合として捉えられる数 量の比べ方、百分率について理解する

とともに、目的に応じてある二つの数量の関係と別の二つの数量とを比べたり、表現したりする

方法についての技能を身に付けるようにする。 
・データを円グラフや帯グラフで表す表し方や読み取り方、測定した結果を平均する方法につい

て理解するとともに、それらの問題解決における用い方についての技能を身に付けるようにす

る。 

イ〔思考力、判断力、表現力等〕 

 ・数の表し方の仕組みや数を 構成する単位に着目し、数の比べ方や表し方を統合的に捉えて考察

したり、数とその表現や数量の関係に着目し、目的に合った表現方法を用いて計算の仕方を考察

したりするとともに、数量の関係を簡潔に、また一般的に表現する力を養う。 

・目的に応じてデータを収集し、データの特徴や傾向に着目 して、表やグラフに的確に表現し、

それらを用いて問題解決したり、解決の過程や結果を多面的に捉え考察したりする力を養う。 

・伴って変わる二つの数量の 関係に着目し、その変化や対応の特徴を表や式を用いて考察し た
り、異種の二つの量の割合を用いた数量の比べ方を考察したりする力を養う。 

・図形を構成する要素や図形 間の関係に着目し、構成の仕方を考察したり、図形の性質を見いだ

したりするとともに、三角形、平行四辺形、ひし形の面積 の求め方を考え、その表現を振り返り、

簡潔かつ的確な表現に高め、公式として導く力を養う。 

ウ〔学びに向かう力・人間性等〕 

・数量、図形及びデータについて数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討して

よりよいものを求めて粘り強く考える態度、数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に

活用しようとする態度を養う。 

④ 理 科 

自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって、観察、実験を行うことなどを通し

て、自然の事物・現象についての問題を科学的に解決するために必要な資質・能力を養う。 

ア〔知識及び技能〕 

・人の体の主な仕組みや働き、健康の維持について理解する。 

・身の周りの物質やその性質について理解し、観察、実験などに関する初歩的な技能を身に付け

る。 



 

イ〔思考力、判断力、表現力等〕 

・観察、実験などを行い、解決の方法を考える力とより妥当な考えをつくり出す力を養う。 

ウ〔学びに向かう力・人間性等〕 

・健康と環境のかかわりについて関心をもち、生命の連続性や生命を尊重する態度を養う。 

・自然の事物・現象についての理解を図るとともに、学んだことを主体的に生活に生かそうとする

態度を養う。 

⑤ 音 楽 

   表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音

楽、音楽文化と豊かに関わる資質・能力を育てる。 

ア〔知識及び技能〕 

・曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現を

するために必要な技能を身に付ける。 

イ〔思考力、判断力、表現力等〕 

・音楽表現を自分なりに工夫することや、さまざまな音楽のよさを感じ取りながら味わって聴く

力を養う。 

ウ〔学びに向かう力・人間性等〕 

・音楽活動に主体的・協働的に取り組むとともに、音楽活動の楽しさを味わうことを通して、音楽

によって生活を明るく豊かなものにしていく態度を養う。 

⑥ 美 術 

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の美術や美

術文化と豊かに関わる資質・能力を育てる。 

ア〔知識及び技能〕 

・造形的な視点について理解するとともに、表現方法を創意工夫し、創造的に表すことができるよ

うにする。 

イ〔思考力、判断力、表現力等〕 

・造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫などについて考え、主題を生み出し豊かに発想し構想

を練ったり、美術や美術文化などに対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにす

る。 

ウ〔学びに向かう力・人間性等〕 

・美術の創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を育み、感性を豊かにし、心豊かな生活を

創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。 

⑦ 保健体育 

体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的・計画的な解決に向けた主体的・協働

的な学習過程を通して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持するための資

質・能力を育てる。 

ア〔知識及び技能〕 

・各種の運動の楽しさや喜びを味わい、心身の発育・発達、個人生活に必要な健康・安全に関する

理解を深め、目的に応じた技能を身に付ける。 

イ〔思考力、判断力、表現力等〕 

・各種の運動や健康・安全な生活を営むための自他の課題を見つけ、その解決のための手立てや仲



 

間と考えたことを他者に伝える力を養う。 

ウ〔学びに向かう力・人間性等〕 

・生涯にわたって継続して運動に親しむことや、健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊

かで活力ある生活を営む態度を養う。 

・各種の運動における多様な経験を通して、仲間と協力し、きまりやルール、マナーを守り、安全

を確保して自主的に運動する態度を養う。 

⑧ 家 庭 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な学習活動を通して、

よりよい生活の実現に向けて工夫する資質・能力を育成することを目指す。 

（ア）〔知識及び技能〕 

   家族・家庭の機能について理解を深め。生活の自立に必要な家族・家庭・衣食住・消費生活

等についての基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。 

（イ）〔思考力、判断力、表現力等〕 

   家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評

価・改善し、考えたことを表現するなど、課題を解決する力を養う。 

   （ウ）〔学びに向かう力・人間性等〕 

家族や地域の人々との関りを考え、家族の一員として、よりよい生活の実現に向けて、生活

を工夫し考えようとする実践的な態度を養う。 

⑨ 情 報 

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、身近にある情報機器の操作の習得を図りながら、問

題の解決を行う学習活動を通して、問題を知り、問題の解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効

果的に活用し、情報社会に主体的に参画するための資質・能力を育成する。 

ア〔知識及び技能〕 

・身近にある情報と情報技術及びこれらを活用して問題を知り、問題を解決する方法について理 

 解し、基礎的な技能を身に付けるとともに、情報社会と人との関わりについて理解できるように 

 する。 

イ〔思考力、判断力、表現力等〕 

・身近な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題を知り、問題を解決するために必要な情報と 

 情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。 

ウ〔学びに向かう力・人間性等〕 

・身近にある情報や情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に参画しようとする態度を養 

 う。 

 

⑩ 職 業（ハウスクリーニング、縫製、グリーンインテリア、オフィスアシスタント、ビルメンテ

ナンス、介護アシスタント） 

 職業に係る見方・考え方を働かせ、職業など卒業後の進路に関する実践的・体験的な学習活動を通

して、よりよい生活の実現に向けて工夫する資質・能力を次の通り育成することを目指す。 

ア〔知識及び技能〕 

 ・職業に関する事柄について理解を深めるとともに、将来の職業生活に係る技能を身に付けるよ

うにする。 



 

イ〔思考力、判断力、表現力等〕 

 ・将来の職業生活を見据え、必要な事柄を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価・

改善し、表現する力を養う。 

ウ〔学びに向かう力・人間性等〕 

  ・よりよい将来の職業生活の実現や地域社会への貢献に向けて、生活を改善しようとする実践的

な態度を養う。 

 

⑪ 外国語 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこ

と、話すこと、書くことの言語活動を通して、コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力を次

のとおり育成することを目指す。 （育成を目指す資質，能力） 

   ア〔知識及び技能〕 

・外国語の音声や文字、語彙、表現、言語の働きなどについて、日本語と外国語との違いに気付く

とともに、読むこと、書くことに慣れ親しみ、聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる

実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な技能を身に付ける。  

   イ〔思考力，判断力，表現力等〕 

・コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いた

り話したりするとともに、音声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙などが表す事柄を想像しな

がら読んだり書いたりして、自分の考えや気持ちなどを伝え合うことができる基礎的な力を養

う。  

   ウ〔学びに向かう力，人間性等〕  

・外国語の背景にある文化に対する理解を深め、他者に配慮しながら、主体的に外国語を用いてコ

ミュニケーションを図ろうとする態度を養う。  

 

（２）専門学科に関する教科・科目の目標及び内容 

① 家 政（クリーニング） 

クリーニングの種類と特徴の理解に基づき、クリーニングの各工程を行い、クリーニングの見方・

考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動などを通して、公衆衛生の向上に寄与する職業人とし

て必要な資質・能力を育成する。 

〔知識及び技術〕 

・クリーニングの種類と特徴について理解するとともに、クリーニングの各工程（受注、被洗濯物

分類、仕上げ、たたみ込み、仕分け、包装、納品など）に係わる技術を身に付ける。 

・クリーニング機器や装置に関する知識と技術を習得し､安全に実習する態度を身に付ける。 

〔思考力、判断力、表現力等〕 

・将来の職業生活を見据え、よりよいサービスを提供するために必要な課題を発見し、解決策を考

え、実践を評価・改善し、表現する力を養う。 

〔学びに向かう力・人間性等〕 

・クリーニングの種類と特徴について自ら学び、主体的かつ協動的に取り組む態度を養う。 

・クリーニングを通して公衆衛生の向上に寄与する能力と態度を育てるとともに、責任感や忍耐

力を身に付ける。 



 

② 農 業 

農業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習を行うことを通して、地域や社会の健全で持

続可能な発展に寄与する職業人として必要な資質・能力を育成することを目指す。 

〔知識及び技術〕 

・農業についての興味・関心を高め、野菜や草花、果樹等の栽培に関する基礎的・基本的な知

識と技術を身につけるようにする。 
・農機具や簡単な機械の操作並びに施設の利用と管理に必要な知識と技術を習得し、安全に

実習する態度を身につけるようにする。 
〔思考力、判断力、表現力等〕 

  ・農業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ課題を解決する力を養う。 
〔学びに向かう力・人間性等〕 

  ・職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会貢

献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 
   

③ 工 業（窯業、木工） 

  工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ものづくりを

通じ、地域や社会の健全で持続的な発展に寄与する職業人として必要な資質・能力を育成すること

を目指す。 

〔知識及び技術〕 

・工業に関することについて理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。 

〔思考力、判断力、表現力等〕 

・工業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ課題を解決する力を養う。 

〔学びに向かう力・人間性等〕 

・職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会貢献に

主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

  

⑤ 流通・サービス 

流通・サービスの見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、流通

業やサービス業を通じ、地域や社会の健全で持続的な発展に寄与する職業人として必要な資質・能力

を次のとおり育成することを目指す。   
〔知識及び技術〕 

・流通やサービス・食品の加工と管理に関することについて理解するとともに、関連する技術

を身に付けるようにする。 

〔思考力、判断力、表現力等〕 

    ・流通業やサービス業・食品の加工と管理に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観

を踏まえ、課題を解決する力を養う。 

〔学びに向かう力・人間性等〕 

・職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会貢

献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 



 

 

 ⑥ 福祉 

  福祉の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，福祉を通じ，地

域や社会の健全で持続可能な福祉社会の発展に寄与する職業人として必要な資質・能力を次のとお

り育成することを目指す。 

 

   〔知識及び技術〕 

     ・福祉に関することについて理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

   〔思考力、判断力、表現力等〕 

     ・福祉に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ課題を解決する力を養う。 

   〔学びに向かう力・人間性等〕 

     ・職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，社会貢

献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

（３）道徳科 

道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に考え、人

間としての生き方についての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を

育てる。 

 そのために以下の四つの視点を踏まえた内容項目を指導する。 

Ａ 主として自分自身に関すること 

Ｂ 主として人との関わりに関すること 

Ｃ 主として集団や社会との関わりに関すること 

Ｄ 主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること 

 

内容の指導に当たっては、個々の生徒に応じて、指導内容を具体化し、体験的な活動を取り入れる

などの工夫を行う。内容を端的に表す言葉そのものを教え込んだり、知的な理解にのみとどまる指導

になったりすることがないようにする。 

 

（４）総合的な探究の時間 

〔知識及び技能〕 

・探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を

形成し、探究の意義や価値を理解するようにする。 

〔思考力、判断力、表現力等〕 

・実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・

分析して、まとめ・表現することができるようにする。 

〔学びに向かう力・人間性等〕 

・探究に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造し、

よりよい社会を実現しようとする態度を養う。 

 

 



 

（５）特別活動 

①〔知識及び技能〕 

  ・多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解

し、行動の仕方を身に付けるようにする。 

②〔思考力、判断力、表現力等〕 

  ・集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い、合意形成を図った

り、意思決定したりすることができるようにする。 

③〔学びに向かう力・人間性等〕 

  ・自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、主体的に集団や社会に参画し、

生活及び人間関係をよりよく形成するとともに、人間としての在り方生き方についての自覚

を深め、自己実現を図ろうとする態度を養う。 

 

（６）自立活動 

個々の生徒が自立を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服するために必

要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もって心身の調和的発達の基盤を培う。 

 

８ 交流及び共同学習の重点 

同年代や異年齢、地域の人々との交流活動を通して、相互の理解を深め、生活経験を広げるととも

に、地域社会の一員としての自覚を促す。 

 

９ 生徒指導の重点 

（１）生活指導 

生徒の生活実態の理解に努め、生徒の考え方や問題点及び課題を把握し、生徒との心のふれ   

あいを通した指導に努める。 

① 自主的・自立的な生活態度を身に付けさせる。 

② 日常の基本的な生活様式を理解させ、習慣化を図る。 

③ 人間関係の在り方、社会生活を営むための規律を理解させ、健全な生活を営む態度を育てる。  

（２）性教育 

人間尊重を指導の基盤とし「思春期における心身の発達と変化」「望ましい男女交際の在り方」 

「性的加害・被害の防止」「性・エイズ予防に関する指導」を中心に、学校教育活動及び家庭生活

や寄宿舎生活での関わりの中で指導を行う。 

① 家庭生活や学校生活の中から性教育に関する適切な題材を取り上げ、生徒が理解し自己の生活

に活かせるように指導を深める。 

② 特別活動及び家庭科、理科・保健体育等の年間指導計画と関連づけて、学部・寄宿舎の連携の

もと、計画的な性教育の指導を行う。 

③ 保護者との緊密な連携のもとに効果的な指導を行う。 

（３）保健教育 

自主的に健康な生活を実践する能力や態度の育成を図るため、学校の教育活動全体を通して、生

徒の実態に応じた健康教育の指導を行う。 

① 保健室は資料の収集整備を図り、校内における保健教育のセンター的機能の充実に努める。 



 

② 関連教科（理科、家庭科等）、道徳、特別活動等を通して健康な生活習慣の確立を図る。 

③ 学校環境を整備し、健康的な生活への理解、態度、習慣を養う。 

④ 生徒一人一人の体力、健康状態の把握に努め、共通理解を図り、実態に応じた集団指導及び個 

   別指導を行う。 

⑤ 栄養や食事マナー等、望ましい食習慣の確立を図るとともに、食文化への理解を深める。 

⑥ 生徒の健康観察に留意し、その状況を常に把握し、必要に応じ、養護教諭、担任、寄宿舎、        

   管理者、保護者と連絡をとるとともに学校医等の指導・助言を得て、健康管理に努める。 

 

１０ キャリア教育の重点 

将来、社会的・職業的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現

するための力を養う視点から教育を行う。実際の指導に際しては、キャリアパスポートを活用しなが

ら、学校教育活動全体を通して行い、生徒一人一人の能力・特性等を把握し、個別の教育支援計画を

もとに個々の生徒の適正に応じた進路選択に努めるとともに、卒業後の社会生活に必要な能力や態度

の育成を図る。 

（１）自己理解や役割・職業理解能力、キャリアプランニング能力の育成を図るとともに、人とかかわ

る社会の中で生きていく力を身に付ける。 

（２）生徒の職業に関する能力・適性等に応じて、進路希望等を的確に把握し、適切な進路指導に努め

る。 

（３）進路に関する情報を収集し、生徒の職業に関する能力、適性及び希望に応じた職場開拓に努    

める。 

（４）全職員が生徒の実態について共通理解を深め、進路指導の計画・展開が適切に行われるように努

める。 

（５）公共職業安定所、障害者就業・生活支援センター、事業所等の関係機関と密接な連携を図り、進

路指導の充実に努める。 

（６）ホームルーム活動等において進路に関する学習の時間を特設し、指導を強化する。 

（７）保護者の理解と協力を深めるため、保護者面談、進路講話、就業体験の参観や事業所の見学等を

計画的に実施する。 

（８）就業体験の評価や反省を基に、就業体験先から指摘された生徒個々の課題を整理し、学校の教育

活動全体に反映し、指導にあたる。 

（９）卒業後の進路に関する定着指導に努め、就労の定着を図る。 

（１０）キャリアパスポートの計画的な記入を通して、在学中の進路指導への活用を図ると共に、スム

ーズな個別移行支援計画の策定に活かす。 

 

11 生涯学習への意欲を高める指導の重点 

連携のとれた学校、寄宿舎生活を通じ、卒業後も生涯にわたって自己啓発に励み、豊かな人生を送るこ

とができるよう、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習しようとする基本的な能力と自ら学ぶ意

欲・態度を育てる。 

 （１）生涯にわたり学習する基盤が培われるよう、確かな学力を育む指導に努める。 

 （２）個に応じた指導方法の工夫・改善に努め、基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得を図る。 

 （３）自己肯定感を育むとともに、自分の良さや可能性を積極的に伸ばし、主体的に学習に取り組む 



 

意欲・態度の育成に努める。 

 （４）学習した成果が卒業後に生かせられるよう、主体的活動と共に PDCA サイクルによる自己啓発 

活動を積極的に推進する。 

 （５）情報通信機器を活用した効果的な学習を展開することにより、生涯学習機会の拡充を図る。 

 （６）寄宿舎での余暇活動において、生徒自身が企画・運営に携わることにより、主体的な余暇活動 

の推進を図る。 

 （７）運動の推進及び健康・安全に関する指導の充実に努め、生涯を通じて心身ともに調和のとれた 

健やかな体の育成を図る。 

 （８）文化やスポーツ等に関して地域における活動内容や施設の情報収集・発信を行い、家庭と連携 

した生涯学習の推進を図る。 

 

12 ICT 機器利活用の重点 

情報活用能力を育成するために教材・教具や学習ツールの一つとして、ICT 機器を積極的に活用し、主

体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習を教育課程全体で行う。 

（１）学習内容を ICT 機器で写真や動画等に可視化し、生徒の興味・関心を高める。 

（２）生徒がマルチメディアを用いた創作や資料の作成が行うことができるように努める。 

（３）個の学習ニーズや 1 人 1人の習熟の程度に応じた授業を展開する。 

（４）生徒が課題や目的に応じて、情報を主体的に収集・整理・分析ができるように努める。 

（５）家庭に情報端末の持ち帰ってのオンライン学習の充実に努める。 

（６）遠隔地や他校種の学校とのオンライン交流の充実に努める。 

（７）ICT 機器を生徒の実態に合わせ活用し、合理的配慮を行う。 

（８）生徒の関心がある身近な事例等を教材にすることで情報モラル教育の充実に努める。 

 

13 安全に関する指導の重点 

安全教育は、安全な生活を実践する能力や態度の育成を図るために、学校保健安全法第２７条により、

学校安全計画（学校防災管理計画）を策定し、学校警察署や消防署等外部の関係機関からの助言を得

ながら、組織的、計画的、継続的に行う。 

（１）帰省・帰舎日及び長期休業中等において、交通ルール等の遵守ができるよう、特に実践的指導 

に努める。 

（２）就業体験、校外学習等の学習活動については、特に綿密な計画と事前指導を行うとともに、反省

会を持ち、事後に事故防止の指導を行う。 

（３）総合防災訓練・救急法講習会・不審者侵入対応避難訓練等を計画的に実施し、非常時・災害時に

迅速な対応ができるように指導を行う。 

（４）調理器具や機械操作、農薬等の取扱知識と保管について各教科で指導を徹底すると共に危険箇所

の掲示や施錠、巡視等事故防止の措置と安全指導を行う。 
 



 

１４ 指導形態 

  （１）指導形態 

  指導形態については、「特別支援学校高等部学習指導要領」に基づき、生徒一人一人が社会自

立に必要な知識、技能の習得及び望ましい習慣の形成を図るため、次の事項を配慮して編成す

る。 

   ① 生徒の実態に応じて社会自立に必要な「基礎的・基本的指導事項」を精選し、指導の充実を図

る。 

     ② 専門学科に関する教科・科目ではコース制とする。 

     ③ 総合的な探究の時間として就業体験を各学年で行い、年間指導計画に位置づけて実施する。 

   

  （２）教育課程の構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① ２･３年の専門教科における(コース)は同一作業種目を履修する。 
② 職業におけるハウスクリーニングは１年で履修する。 
③ ２･３年の職業における(選択)は学年で違う種目を選択し履修する。 



15　授業日数及び年間総授業時数配当表

※１

※２

※３

（１）年間授業日数配当表

（２）年間総授業時数配当表



16 令和7年度 使用教科書一覧 一般図書一覧

教科書

番号 略称

313 国語三上わかば １年

314 国語三下あおぞら １年

413 国語四上かがやき ２年

414 国語四下はばたき ２年

513 国語五銀河 ３年

412 新編 新しい算数４上 １年

413 新編 新しい算数４下 １年

512 新編 新しい算数５上 ２年

513 新編 新しい算数５下 ２年

612 新編 新しい算数６ ３年

地図 46 帝国 304 楽しく学ぶ小学生の地図帳 ２年

英語 017 教出 515 ONE WORLD Smile 5 １年

音楽Ⅰ 027 教芸 音Ⅰ 703 MOUSA１ １年

一般図書
教科等 図書コード 一般図書名 使用学年

社会 512 ひとりだちする社会 ２年

家庭 006 くらしに役立つ家庭 1 年

507 ひとりだちするための進路学習 １年

国語 038 光村

教科等
発行者

記号・番号 教科書名 使用学年

東洋館

日本教育研

日本教育研

算数 002 東書

発行者略称



17　日課表

◆普通日課 ◆月定例会議

事　項

職員朝会

ＳＨＲ

１　校時 第　１

２　校時 第　２

３　校時 第　３

４　校時 第　４

給　食 火 毎　週

５　校時 第　１

６　校時 第　３

第　４

木 毎　週

第　１

第　２

登校日

帰省日

※１日の反省はSHRで行い、「授業態度」「清掃状況」「生活習慣」について確認し、週番日誌や
　OKTメモを活用する。

※金曜日は、「１日の反省」「連絡事項」を６校時に行う。

※金曜日以外の帰省日については、その都度連絡する。

執務・
諸会議

＜月水金＞
１６：３５～１７：００

全体集会

０８：５０～

１５：４０～

水

月水金 清掃　 １５：２５～１５：４５
ＳＨＲ･集会　 １５：４５～１５：５０
火･木 部活動　１５：２５～１６：１０

１３：３５～１４：２５

１４：３５～１５：２５

曜　　日

１２：５０～１３：３５

視聴覚室

部活動

会議室

金
学年会 職員室・図書室・介護室等

視聴覚室職員会議

入試委員会

月

分掌部会

視聴覚室

月

１２：００～１２：５０

教科会

学部会

部活動

０８：３０～０８：４０

各種委員会

各自設定

学年職朝 職員室・図書室・介護室等

１０：００～１０：５０

会議等 場所時　　　間

０８：５０～０８：５５

０９：００～０９：５０

各自設定

１１：００～１１：５０

全体職朝 職員室

火

※月曜日が休みの場合は火曜日を全体職朝とする。
※授業参観日は、原則として毎月１回設ける。
※毎月10日は人権の日とする。
※第３水曜日は安全管理の日とする。
※水曜日は定時退勤日とする。

校内研修日

企画委員会 会議室

各自設定



18　特別活動の計画

（１）年間行事計画

種類 事項 1年 2年 3年

4月7日 月 儀式的 1学期「始業式」 1 1

4月7日 月 儀式的 令和7年度「入学式」 1 1 1

4月9日 水 健康安全・体育的 身体測定 1 1 1

6月25日 水 健康安全・体育的 火災避難訓練 1 1 1

7月18日 金 儀式的 1学期「終業式」 1 1 1

4 5 5

種類 事項 1年 2年 3年

9月1日 月 儀式的 ２学期「始業式」 1 1 1

11月5日 水 健康安全・体育的 総合防災避難訓練 1 1 1

　11月16日
　　～11月19日

日～水 旅行・集団宿泊 修学旅行 24
11月20日代休

11月21日 金 健康安全・体育的 特別支援学校体育大会 3 1・2選抜   3年全員

12月6日 土 文化 沖高特祭 3 3 3

12月25日 木 儀式的 ２学期「終業式」 1 1 1

6 30 9

種類 事項 1年 2年 3年

1月6日 火 儀式的 ３学期「始業式」 1 1 1

3月1日 日 儀式的 令和７年度「卒業式」 2 2 2

3月19日 木 儀式的 令和７年度「修了式・離任式」 1 1 0

4 4 3

14 39 17

三
学
期

小計

合計

時間配当
備考

二
学
期

小計

学
期

月日 曜日
行事名 時間配当

備考

一
学
期

小計

学
期

月日 曜日
行事名

備考
学
期

月日 曜日
行事名 時間配当



19　職員構成、学級編制表

(1) 職員構成（職員数）

職
　
　
名

校
長

教
頭

事
務
長

教
諭

養
護
教
諭

寄
宿
舎
指
導
員

実
習
助
手

栄
養
教
諭

司
書

用
務
員

事
務

小
　
計

特
別
非
常
勤
講
師

学
校
歯
科
医

学
校
薬
剤
師

産
業
医

小
　
計

1 1 1 37 2 26 6 1 1 1 3 80 4 1 1 1 9

(2) 学級編制表（生徒在籍数）(知的障害一般)

人 人

89

5

合　計

計

３学年

7

計

女

5

２学年

男

２組

6

3

5

計

男

女

10

男

学年／組

合
　
　
計

常勤職員 非常勤職員

10

女

１学年

１組

7

３組 ４組 ５組 小計

33

4

10 10 10

6 5 6

10

6

3 183

6 6 7

5

6

4

10

5

7

5

4 4

4 3 3

4 4

10 10 10 50

男子 90 女子 58

10 109 9 10

17

50

27

23

30

会
計
任
用
職
員

2

148

48



20 市町村別生徒数
 

男 女 男 女 男 女

1 那覇市 4 1 3 1 3 12

2 浦添市 4 1 1 2 3 11

3 沖縄市 7 2 4 1 1 7 22

4 うるま市 6 7 10 7 8 3 41

5 名護市 1 2 4 1 1 9

6 宜野湾市 3 1 4 1 9

7 豊見城市 1 1 1 3

8 南城市 1 1

9 糸満市 2 1 1 6 10

10 石垣市 1 1

11 本部町 0

12 金武町 1 1 2

13 嘉手納町 1 1

14 西原町 1 1

15 北谷町 1 1 1 3

16 与那原町 1 1

17 南風原町 1 1 2 4

18 国頭村 0

19 今帰仁村 1 1

20 宜野座村 1 1

21 恩納村 1 1 2

22 読谷村 1 3 1 1 6

23 北中城村 4 4

24 中城村 1 1 2

25 粟国村 1 1

26 北大東村 0

33 17 27 23 30 18 148

合計 148

知
的
障
害

所属学年別計

学年別計 50 50 48

教

育

部

門

市町村

高等部

合計１学年 ２学年 ３学年



就労
移行
支援

継続
支援
Ａ型

継続
支援
B型

自立
訓練

入院 在宅 未定

令和６年度 35 0 1 2 0 0 0 2 0 1 1 42

就労
移行
支援

継続
支援
Ａ型

継続
支援
B型

自立
訓練

入院 在宅 未定

令和５年度 43 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 46

令和４年度 34 0 2 2 1 0 0 0 0 0 1 40

就労
移行
支援

継続
支援
Ａ型

継続
支援
B型

自立
訓練

入院 在宅 未定

令和３年度 35 0 4 0 0 0 0 1 1 0 0 41

令和２年度 37 0 4 0 0 0 0 2 0 0 0 43

令和元年度 38 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 44

平成30年度 36 0 3 1 0 0 0 3 0 0 0 43

平成29年度 34 0 7 0 0 0 0 2 0 0 1 44

21-1 卒業生進路先

令和7年5月1日時点

一般
就労

地域
活動
支援
セン
ター

訓練等サービス利用
福祉
サービ
ス

進学

その他

計

　※　進学には、沖縄県立職業能力開発校を含む。

21-2　過去2年間の卒業生進路先及び現在の状況

令和7年5月1日時点

一般
就労

地域
活動
支援
セン
ター

訓練等サービス利用
福祉
サービ
ス

進学

その他

計

　※進路先の「未定」は、調整中が含まれる。

計

21-3　これまでの卒業時の進路先（H24～30年度）

一般
就労

地域
活動
支援
セン
ター

訓練等サービス利用
福祉
サービ
ス

進学

その他



日

1 火 令和７年度新任職員着任　新学年度準備 木 安全点検日　フォークリフト特別教育（1t未満） 日
食育月間 舎…2年生（37名）

帰舎日(15:00～)

2 水
新学年度準備　ノー残業デー 舎…荷物搬入（～

4/7:９:３０～16：00）土日祝日除く
金

☆　校内研修（4校時下校）　フォークリフト特別

教育(t未満)予備日
月 ▲　安全点検日 舎…1年生帰舎日（50名）

3 木
新入生制服・作業着・体育着引き渡し(9:30～

11:00)　新学期準備
土 憲法記念日 火 学校見学７

4 金 安全点検日　新学期準備 日 みどりの日 水 ノー残業デー

5 土 月 こどもの日 木 学校見学8

6 日  舎…離島・遠隔地前日在舎 火 みどりの日振替休日 舎…離島・遠隔地前日在舎 金
☆2･3年生最終日挨拶　第1回学校評議員会13:30～14:30　就

業体験校内販売会（保護者向け14:35～15:25）

7 月

▲　就任式9：00　1学期始業式9：15　入学式10:00～　入舎

式10:45～11:55　PTA入会式　（１学年:学級懇談会後に帰

舎、給食あり/午後：寄宿舎オリエンテーション)　2，3年午

後片付け・全体清掃学年・学級対応（終日）　人権を考える

日 舎…入舎式１０:４５～　式後部屋懇談会）

新入舎生オリエンテーション　生活確立週間　舎友会オリエ

ンテーション(2，3年)

水

▲　個人面談　ノー残業デー 　プール清掃 （予

定）　人権を考える日 舎…交通安全開校式①（文

化）

土 人権を考える日

8 火 学年・学級対応（終日） 木
⑤⑥内科検診（予定）　部活動仮入部日１ 舎…舎友会オリエ

ンテーション（１年③)（日直活動編）
日  舎…離島・遠隔地前日在舎

9 水
身体測定・諸検査　ノー残業デー 舎…舎友会オリ

エンテーション(1年①)（余暇活動編）
金

☆　校内研修（5校時下校）　 PTA総会（書面開

催）
月

▲　各種委員会（教育課程小委員会）　就業体験事後学習(１

～6校時)　いじめアンケート（～16日）

10 木 土 　 火 学校見学９　 舎…交通安全教養講座②

11 金 ☆　尿・ぎょう虫検査物品配布 日  舎…離島・遠隔地前日在舎 水 ノー残業デー　　 舎…舎友会総会

12 土 家庭の日・ファミリー読書 月
▲　1年就業体験事前(1校時､総合)　２年福祉コース介護職員

初任者研修（～２月末） 舎…一斉部屋会
木

学校見学10　沖特P協議会定期総会  生徒総会(6校

時)  舎…命の学習②（２年）

13 日  舎…離島・遠隔地前日在舎 火
部活動仮入部日２  学校見学１ 舎…命の学習①（３

年）
金 ☆　授業参観日　令和７年度PTA評議員会

14 月 ▲　尿・ぎょう虫検査回収日➀ 水
生徒総会（午後）　ノー残業デー 舎…余暇活動②

（行事）
土

15 火 尿・ぎょう虫検査回収日➁ 舎…全体清掃 木
学校見学２　⑤⑥内科検診（予定）　　 舎…命の

学習①（２年）
日

家庭の日・ファミリー読書 舎…離島・遠隔地前日

在舎

16 水 ノー残業デー 舎…身だしなみ学習会 金
☆　1・2年就業体験事前(4～6校時)　プール安全祈願

（予定）　少年を守る日
月 ▲　期末テスト週間～20日

17 木
校則説明会(全学年9:00)　生徒役員発足式・学級役員任命式

・新入生歓迎球技大会　  舎…食事マナー学習会
土 おきなわ地域教育の日 火

18 金 ☆　令和６年度PTA評議員会　少年を守る日 日
家庭の日・ファミリー読書 舎…離島・遠隔地前日

在舎
水 ノー残業デイ

19 土 おきなわ地域教育の日 月 ▲　カミカミ週間(～23日) 木
⑤歯科もれ検診　３年福祉コース高齢者施設（予

定）

20 日
家庭の日・ファミリー読書 舎…離島・遠隔地前日

在舎
火

学校見学３　部活動本入部日 舎…命の学習①（１

年）
金 ☆　少年を守る日　沖知P連理事会

21 月
▲　1年校内就業体験希望調査説明会(1校時) 舎…舎友会オリ

エンテーション（１年②）（係活動編）
水

就業体験事前全学年(終日) 　 2年生通勤指導(5･6校時）

ノー残業デー 舎…就業体験事前学習
土 おきなわ地域教育の日

22 火 沖知P連理事会　 舎…係活動月間～30日まで 木 学校見学４　３年福祉コース高齢者施設（予定） 日

23 水
個人面談　健康教室　少年犯罪についての講話(３

校時)　ノー残業デー
金

☆　授業参観日  就業体験事前学習最終確認(6校時)　就業体

験保護者説明会　県高校総合体育大会開会式（競技日程24日

～28日）沖知P連定期総会

月 慰霊の日　 舎…離島・遠隔地前日在舎

24 木 ⑤⑥歯科検診 舎…余暇活動① 土 火

▲　校外学習事前学習（1校時　1年ふれあい　2年

体育館　3年視聴覚)　進路講話３年(求職登録　5･6

校時) 舎…命の学習②（３年）

25 金
☆　授業参観日　進路保護者学習会(午後)　 舎…ス

マイル配信
日  舎…2年生　帰舎日(15:00～) 水

火災避難訓練(２校時)　校内研修(5校時下校）

ノー残業デー 　 舎…誕生会（１）

26 土 　 月
▲　1学期就業体験（～６日） 舎…1年生　帰舎日

（50名）
木

学校見学11　校内研修(4校時下校) 舎…安慶名自動

車学校乗車体験

27 日  舎…離島・遠隔地前日在舎 火 学校見学５ 金 ☆　校外学習(全学年） 舎…スマイル配信

28 月 ▲☆　校内研修（5校時下校）  尿・ぎょう虫検査二次回収日 水 ノー残業デー 土

29 火 昭和の日 木 学校見学６ 日  舎…離島・遠隔地前日在舎

30 水 ▲　フォークリフト特別教育（1t未満） 金
☆　 1・2年生帰省日 　2年生巡回　１年：胸部レント

ゲン・心電図検査13:15～ 舎…スマイル配信
月 ▲　ガス溶接技能講習 舎…火災避難訓練事前学習

31 木 土

※変更の可能性もあります。最新の情報は、学級担任等を通して通知します。

4月 5月 6月

令和７年度行事計画（4月～6月）　　▲・・・帰舎日　　☆・・・帰省日

２２



日

1 火

県産品奨励月間　リクエスト給食月間　安全点

検日　ガス溶接技能講習　学校見学12 舎…交通

安全教養講座③

金 月
▲　2学期始業式　学級役員任命式(始業式終了

後､10分程度）全体清掃 舎…一斉部屋会

2 水 ノー残業デー  　就業体験報告会（１～４校時） 土 火
個人面談　健康教室 舎…交通安全教養

講座④

3 木
第1回「生と性の学習」講話(3･4校時)　３年福

祉コース高齢者施設（予定） 舎…火災避難訓練
日 リフレッシュウィーク（～9日） 水 ノー残業デー

4 金 ☆　第1回漢字検定(14:35-16:00・視聴覚室) 月 木 ☆　旧盆ウンケー

5 土 火 金 旧盆ナカビ　旧盆休業日（旧盆特休）

6 日  舎…離島・遠隔地前日在舎 水 学校閉庁日 土 旧盆ウークイ

7 月 ▲　アーク溶接特別教育 木 学校閉庁日 日 人権を考える日　 舎…離島・遠隔地前日在舎

8 火
学校見学13　アーク溶接特別教育 舎…命の学習

②（１年）
金 学校閉庁日　人権を考える日 月 ▲　連絡会

9 水 アーク溶接特別教育　ノー残業デー 土 火
不審者侵入対策訓練(3･4校時)　訓練事後ア

ンケート 舎…生活確立月間（～10/3）

10 木
薬物乱用防止講話(３校時) 舎…スマホ

マナー学習会
日 水 スクールロイヤー講話　ノー残業デー

11 金 ☆　授業参観日 月 山の日 木

３年福祉コース高齢者施設（予定）　特別支援

学校就業支援キャンペーン  舎…命の学習③（１

年）

12 土 　 火 金

☆　授業参観日　２，３年介護アシスタント介

護入門的研修（～１月末）　２年修学旅行保護

者説明会　少年を守る日

13 日
家庭の日・ファミリー読書 舎…離島・遠隔地前

日在舎
水 土

14 月 ▲ 木 日 家庭の日・ファミリー読書

15 火 2学年交流及び共同学習(中農）終日 金 志願前相談申込み締め切り日　少年を守る日 月 敬老の日 舎…離島・遠隔地前日在舎

16 水 ノー残業デー 舎…夏休みの過ごし方 土 おきなわ地域教育の日 火
▲　 企画委員会　教科会　教育実習生（日

本福祉大学～9/30）

17 木 個人面談　健康教室　 舎…全体清掃 日 家庭の日・ファミリー読書 水
小型車両系特別教育1　ノー残業デー　沖知P連

理事会

18 金

☆　1学期終業式　学級活動・全体清掃(２校時

～)　給食(11:30～)　下校(12:00～)　少年を守

る日 舎…荷物搬出（7/25 9:30～16:00)土日祝日

除く　スマイル配信

月 生徒指導・高校入試等地区講座（中頭） 木
 小型車両系特別教育2（調整中） 舎…

命の学習③（２年）

19 土 おきなわ地域教育の日 火 金 ☆　少年を守る日

20 日 家庭の日・ファミリー読書 水 ノー残業デイ 土 おきなわ地域教育の日

21 月 海の日 木 日  舎…離島・遠隔地前日在舎

22 火 夏季休業(～8/31)　全学年保護者面談(～8/1日) 金 月 ▲　１年生就業体験事前(1校時)

23 水 ノー残業デー 土 火 秋分の日

24 木 日 水
校内研修(5校時下校）　ノー残業デー 舎…

命の学習③（３年）

25 金
特別支援学校中学部総合文化祭～27日

舎…職員清掃
月 木

３年福祉コース高齢者施設（予定） 舎…ミ

ニ花火大会（2025）

26 土 沖特P協交流スポーツ大会 火
 舎…荷物搬入～9/1（９:30～16:00）土

日祝日除く
金

☆　1年就業体験事前(1～4校時)  PTA評議

員会 舎…スマイル配信

27 日 水 ノー残業デイ 土

28 月 木 日  舎…離島・遠隔地前日在舎

29 火 金 安全点検日 月 ▲　1･2年合同就業体験事前学習(1校時)

30 水 土 火

31 木 日

※変更の可能性もあります。最新の情報は、学級担任等を通して通知します。

7月 8月 9月

令和７年度　年間計画（7月～9月）　　▲・・・帰舎日　　☆・・・帰省日



日

1 水
1･2年生事前学習(終日、5･6校時通勤指導)   3年就業体

験事前(5･6校時) 舎…就業体験事前学習
土 第25回沖特音研発表会（予定） 月

▲　連絡会　3年重度判定　リクエスト給食月間

沖高特祭事前学習(1校時)

2 木 日 　 火

3 金
☆　授業参観日　全学年就業体験事前(6校時)　就業体

験保護者説明会・進路講話
月  文化の日　　　 舎…離島・遠隔地前日在舎 水 ノー残業デー

4 土 火
▲　期末テスト週間（～10日）　いじめアンケート

（～11日）　生徒会役員選挙立候補受付（～7日）
木

校内研修(4校時下校）　特別支援学校キャリア教育・

就労支援発表会　３年福祉コース高齢者施設（予定）

人権週間～10日

5 日
▲　1･2生帰舎日(15:00～)　 舎…1･2年生帰

舎日(15:00～)
水

津波防災の日　総合防災避難訓練(1･2校時、沖縄県広

域地震･津波避難訓練)訓練事後アンケート　ノー残業

デー　 舎…交通安全教養講座⑥

金 ☆　クリーンアップ作戦

6 月 2学期就業体験（～17日） 木
企業合同説明会②（1･２年　5・6校時）　３年福祉

コース高齢者施設（予定）
土 人権を考える日

7 火 金
☆　第２回漢字検定(14:35-16:00・視聴覚室)

人権を考える日
日

8 水 入学志願者募集要項説明会13:30～　ノー残業デー 土 第25回沖特音研発表会（予定②） 月 ▲

9 木 日  舎…離島・遠隔地前日在舎 火

10 金
 ☆　1・2年生帰省日　就業体験巡回指導（全

学年）
月

▲　沖高特祭事前学習（１校時）　進路研修会

（PM3年生：履歴書の書き方）
水 人権デー　ノー残業デー

11 土 火 各種委員会　校内研修（5校下校） 木

12 日 家庭の日・ファミリー読書 水 金
沖高特祭準備（終日）　少年を守る日　沖縄県特別支

援教育研究会研究大会（9:30～16:45　一部WEB）

13 月
スポーツの日　▲　1･2生帰舎日(15:00～) 舎…1･

2年生帰舎日(15:00～)
木

３年（午後）前高交流（仮）　ノー残業デー

舎…命の学習④（３年）
土

☆　沖高特祭　授業参観日　第２回学校評議

委員会12:15～13:15

14 火 2学期就業体験(2週目) 金

☆　産業教育フェア（～15日県立武道館）　修学旅行

事前学習（終日）　数検（⑥希望者3名以上で実施）

少年を守る日   PTA評議委員会

日 家庭の日・ファミリー読書

15 水 土 おきなわ地域教育の日 月 振替休日（12月13日分）

16 木 ノー残業デー 日
２年修学旅行（～１９日）　家庭の日・ファミリー読

書 舎…離島・遠隔地前日在舎
火 ▲　教科会 舎…消費者教育学習会

17 金
☆　少年を守る日　就業体験最終挨拶（全学

年） 舎…職員清掃
月

▲　3年午後保護者面談（～21日）/3年給食

後下校（金曜除く）
水

第2回「生と性の学習」講話(3･4校時、全学

年)　　ノー残業デイ

18 土 おきなわ地域教育の日 火 木
校内駅伝大会（仮）　学校保健安全委員会➁（書面）

３年福祉コース高齢者施設（予定） 舎…お楽しみ会

19 日  家庭の日・ファミリー読書 舎…離島・遠隔地前日在舎 水   舎…命の学習④（１年） 金
☆　２学年進路希望調査説明会(生徒・保護者向け

5・6校時)　少年を守る日 舎…職員清掃

20 月 就業体験事後学習(1～6校時) 木
沖特P協議会　２学年修学旅行代休　３年福祉コース高

齢者施設（予定）
土 おきなわ地域教育の日

21 火
第1回志願前相談13:00～ 舎…交通安全教養講座⑤

閉校式
金

☆　授業参観日　特別支援学校体育大会　２年修学旅

行事後学習（終日）　1学年コース選択説明会及び職種

希望調査説明会(午後：生徒/保護者向け)

日
家庭の日・ファミリー読書 　 舎…離島・遠隔地

前日在舎

22 水

第2回志願前相談13:00～　「生と性の学習」2学年授業

(3･4校時）　ノー残業デー 舎…ミニ花火(予備日)余暇

活動③

土 　 月 ▲ 舎…全体清掃

23 木
「生と性の学習」3学年授業(5･6校時）３年福祉コース

高齢者施設（予定） 舎…不審者避難訓練事前学習
日 勤労感謝の日 火 個人面談　健康教室　生徒会役員選挙(３校時)

24 金
☆　「生と性の学習」1学年授業(5･6校時） 舎…

スマイル配信
月 振替休日 舎…離島・遠隔地前日在舎 水  舎…冬休の過ごし方

25 土 県高校新人体育大会（～28日） 火
▲　志願前相談④（予備日）　校内研修(5校時下校）

舎…寄宿舎保護者参観①
木

☆　2学期終業式　学級活動・全体清掃(２校時～キャ

リア)　給食(11:30～)　下校(12:00～)　 舎…スマイル

配信

26 日  舎…離島・遠隔地前日在舎 水 ノー残業デー 金 冬季休業～1/5

27 月
▲　1校時開校記念集会　小型車両系特別教育

1
木

進路学校見学会（13:35～ 企業向け) 舎…誕生

会（２）寄宿舎保護者参観②
土 仕事納め（～1月3日）

28 火 第3回志願前相談13:00～ 金
☆　校内研修(5校時下校）　志願前相談（最

終日） 舎…スマイル配信
日

29 水  舎…不審者避難訓練 土 月

30 木 特別支援学校技能検定（1回目）　小型車両系 日 　 火

31 金 ☆　校内読書月間（～30日） 水

※変更の可能性もあります。最新の情報は、学級担任等を通して通知します。

10月 11月 12月

令和７年度　年間計画（10月～12月）　　▲・・・帰舎日　　☆・・・帰省日



日

1 木 元日 日 日
☆　卒業式　PTA評議員会 舎…荷物搬出3年…3/1  3/９

～3/13 （９:３０～16：00　土日祝日除く）

2 金 月
▲　願書受付（1日目)　リクエスト給食月間(～2/28) 舎…舎

友会役員任命式
月 振替休業日（3月1日日曜分）

3 土 火 願書受付（2日目) 舎…交通安全教養講座⑦ 火 入試業務対応のための自宅学習日(～9日) 舎…閉舎

4 日 　 水
校内研修(4校時下校）　ノー残業デイ 舎…命の学

習会⑤（２年）
水 学力検査等(1日目)　ノー残業デー 舎…閉舎

5 月 仕事始め（初興し） 木
校内研修(4校時下校）　３年福祉コース高齢者施設（予

定） 舎…命の学習会⑤（３年）
木

学力検査等(2日目)　制服採寸(制服のみ仮注文）

舎…閉舎

6 火

▲　3学期始業式　学級役員任命式(始業式終了後)　学級活

動　全体清掃　連絡会（適宜） 　3年生保護者面談～2月中

（移行支援計画/適宜） 舎…一斉部屋会

金
☆　特体連駅伝大会（仮）　志願変更申出①　人

権を考える日　PTA評議員会
金  舎…閉舎

7 水 個人面談　健康教室　ノー残業デー 土 土  舎…閉舎

8 木 人権を考える日　⑤特体連駅伝大会前健康診断 日 日  舎…閉舎

9 金 ☆　授業参観日　 PTA評議員会 月 ▲　志願変更申出② 月
追検査（受検者がいた場合、火曜は午前日課） 舎…離島・

遠隔地前日在舎(?)

10 土 火 ☆ 舎…希望在舎日　余暇活動④ 火 ▲　人権を考える日　分掌部会（追検査の場合、判定会議）

11 日 水 建国記念の日 舎…余暇活動⑤ 水 ノー残業デイ　校内研修(4校時下校）

12 月 成人の日 木
▲　ノー残業デー　３年福祉コース高齢者施設（予定） 舎

…自立の取り組み（お助けBook）
木

13 火
▲　学年末テスト期間(～19日)　3年抽出就業体験

（～23）
金

☆　送別球技大会　数検（⑥希望者3名以上で実

施）
金 ☆　校内研修(4校時下校）

14 水
企画委員会　教科会　ノー残業デー　　 舎…誕生

会（３）
土 土

15 木
３年福祉コース高齢者施設（予定）　特体連駅伝

大会前健康診断(予備日)
日 家庭の日・ファミリー読書 日 家庭の日・ファミリー読書

16 金 ☆　少年を守る日 舎…職員清掃 月
▲　1年保護者面談（～20日）1年給食後下校（金曜除く）

志願取下・再提出（～17日）
月 ▲ 舎…全体清掃

17 土 おきなわ地域教育の日 火 最終志願状況発表 火
合格発表（一般・追検）　 舎…１・2年生修了式

（舎）

18 日 家庭の日・ファミリー読書 水 第3回学校評議員会11:10～12:10　ノー残業デイ 水 個人面談　健康教室　二次募集願書受付(1日目)

19 月 ▲　新生徒会役員任命式 木 沖知P連理事会 舎…３年生を送る会 木

☆　修了式・離任式・全体清掃　二次募集願書受付(2日目)

学校取扱金監査（午後） 舎…スマイル配信　荷物搬出1・2

年～27日（９:３０～16：00　土日祝日除く)

20 火 いじめアンケート(～27日) 金 ☆　授業参観日　少年を守る日 舎…職員清掃 金 春分の日　少年を守る日

21 水 ノー残業デイ 舎…自立の取り組み（文化） 土 おきなわ地域教育の日 土 おきなわ地域教育の日　学年末休業日～3月31日

22 木 特別支援学校技能検定（2回目） 日 日 　

23 金 月 天皇誕生日 月
新入生オリエンテーション（午後）　二次募集志

願変更再出願

24 土 火 振替休業日（2月28日土曜分） 火 二次募集書類交換

25 日 水 ▲ 水 ノー残業デー

26 月
▲　２年保護者面談（～30日）2年給食後下校（金曜除く）

全国学校給食週間(～30日)
木  舎…舎友会役員任命式 木 二次募集判定会議(午後)

27 火  舎…舎友会役員選挙 金 卒業生リハ練習 舎…スマイル旅立ち号配信 金
二次募集合格発表　※二次合格者：各自で制服等

採寸

28 水 職員会議　ノー残業デイ 土

卒業式リハーサル

3年生：給食後下校

1・2年：卒業式会場設営（終了後15時～帰舎）職員会議(進

級判定)　学部会　安全点検日

土

29 木
3年進路講話(余暇活動　5･6校時)　３年福祉コース高齢者施

設（予定） 舎…命の学習会⑤（１年）
日

30 金 ☆ 舎…スマイル配信 月

31 土 火 退職者辞令交付式

※変更の可能性もあります。最新の情報は、学級担任等を通して通知します。

1月 2月 3月

令和７年度　年間計画（1月～3月）　　▲・・・帰舎日　　☆・・・帰省日
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★
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★



　　　　　　③日常の教育活動の随時に安全指導を行う。

4 5 ６ ７・８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
実習時の安全に プールの安全に 夏に多い事故に 安全な環境に 実習時の安全に 災害時の避難方法 冬の安全に 運動時のケガを 危険な行為に 一年間の安全を

ついて考えよう ついて考えよう ついて考えよう ついて考えよう ついて考えよう を身につけよう ついて考えよう 予防しよう ついて考えよう 振り返ろう

始業式・入学式 就業体験 救急法講習会 ★薬物乱用防止講話 始業式 就業体験 特体連体育大会 沖高特祭 始業式 学年末テスト 卒業式

新入生歓迎球技大会 校内実習 火災避難訓練 ★生と性の学習① 不審者侵入対策訓練 ★生と性の学習② 総合防災避難訓練 校内駅伝大会 就業体験(抽出) 特体連駅伝大会 入試

校外学習 期末テスト 終業式 期末テスト ★生と性の学習③ ３年生送別会 修了式・離任式

★少年犯罪防止講話 夏季休業 就学旅行(2年) 終業式･冬季休業

自立通学指導 実習時の安全 プールのきまり ★薬物の危険性 安全確保の方法 通勤指導 安全な環境 ★生と性の学習③ ケガの防止 事故につなが 安全の反省

★少年犯罪について 救急法講習会 避難の方法 ★生と性の学習① 不審者への対応 実習時の安全 安全確保の方法 冬休みの過ごし方 る危険な行為

感染症予防対策確認 消防設備使用法 夏休みの過ごし方 安全な環境 ★生と性の学習② 総合防災避難訓練

自立通学指導 実習時の安全 プールのきまり ★薬物の危険性 安全確保の方法 通勤指導 修学旅行の安全 ★生と性の学習③ ケガの防止 事故につなが 安全の反省

★少年犯罪について 救急法講習会 避難の方法 ★生と性の学習① 不審者への対応 実習時の安全 安全確保の方法 冬休みの過ごし方 る危険な行為

感染症予防対策確認 消防設備使用法 夏休みの過ごし方 安全な環境 ★生と性の学習② 総合防災避難訓練

自立通学指導 実習時の安全 プールのきまり ★薬物の危険性 安全確保の方法 通勤指導 安全な環境 ★生と性の学習③ ケガの防止 卒業後の安全

★少年犯罪について 救急法講習会 避難の方法 ★生と性の学習① 不審者への対応 実習時の安全 安全確保の方法 冬休みの過ごし方 通勤指導 について

感染症予防対策確認 消防設備使用法 夏休みの過ごし方 安全な環境 ★生と性の学習② 総合防災避難訓練

部活動時の安全 部活動時の安全 部活動時の安全 部活動時の安全 部活動時の安全 部活動時の安全 部活動時の安全 部活動時の安全 部活動時の安全 部活動時の安全 部活動時の安全

緊急時捜索体制 火災避難訓練 不審者対策訓練 不審者侵入対策訓練 総合防災避難訓練

防災計画の確認 救急法研修会

施設・設備の 施設・設備の 施設・設備の 施設・設備の 施設・設備の 施設・設備の 施設・設備の 施設・設備の 施設・設備の 施設・設備の 施設・設備の

安全点検 安全点検 安全点検 安全点検 安全点検 安全点検 安全点検 安全点検 安全点検 安全点検 安全点検

プール清掃

保健指導部会 保健指導部会 保健指導部会 保健指導部会 保健指導部会 保健指導部会 保健指導部会 保健指導部会 保健指導部会 保健指導部会 保健指導部会
学校保健安全委員会 学校保健安全委員会 学校保健安全委員会

１　目標　生徒が安全な教育環境の中で教育が受けられるように、安全管理の徹底、安全教育の充実を図る。

２　方針　①全職員の理解協力体制のもとに、安全管理の徹底、安全教育の充実を組織的、計画的に行う。

　　　　　　②安全な生活を実践する能力や態度を育成するための安全教育の充実に努める。

  沖縄県立沖縄高等特別支援学校　　　

二

年

ＨＲ

三 事故につながる
危険な行為年

教
科

体育・職業教科等において、実技・実習の安全について随時指導★

一

年

ＨＲ

総合点検

ＨＲ

通年 年間を通して、適宜ミニ訓練を計画・実施する

対
人
管
理

学
校
生
活

日本スポーツ振興
センター加入

特体連駅伝大会
事前健康診断防災設備の

取り扱い講習会
防災設備の

取り扱い講習会緊急時対応研修
(シミュレーション)

対
物
管
理

学
校
環
境

　２４　令和　７　年度　　学　校　安　全　計　画  書

PTA等
組織活動

防犯対策点検 消防点検安全確保に
関する点検

安
全
管
理

月

月の重点
登下校の安全に
ついて考えよう

学校行事等

安
全
教
育



25　寄宿舎運営       

 

 　（１）寄宿舎運営の基本方針

 

　　　　寄宿舎の運営に当たっては、全職員の共通理解の下に基本的な生活習慣の確立及び社会自立　

 　　　を目標として個々の能力と特性に応じた指導を進める。同時に、より良い生活環境を整え楽し

 　　　い集団生活が送れるように配慮し、学部・学級、家庭との連携を密にして社会的自立のできる

　　　人間を育成することに努める。        

  

 　（２）具体的指導目標          

 

　   ①　明るく素直で且つ礼儀正しい集団生活に必要な規則や約束を守る態度を養う。  

　　②　日常生活に必要な望ましい生活習慣を身につけ、自分のことは自分でできる自主的態度を養う。 

 　　③　自分の役割に積極的に取り組み、みんなで協力して最後までやり遂げる態度を養う。 

 　　④　健全で明るい男女交際と社会的マナーを身につけ、円満な人間関係ができる態度を養う。

 　　⑤　規則正しい生活を送り自己の健康や安全の維持に適切な行動のとれる態度を養う。 

　　⑥　余暇利用の一環として余暇活動日を設け、余暇を有効に活用し楽しい寄宿舎生活が送れるよう

　　　　にすると共に社会性の向上に努める態度を養う。      

    

 

 　（３）寄宿舎運営組織          

 

 　　①　寄宿舎には寮務主任をおく。     

 　　②　寮務主任は校長の監督を受け舎務に関する事項について連絡調整をする。  

　　③　必要に応じて寮務主任が舎務部会を召集する。寮務主任は舎務部会に出席し舎務に関し指導助

 　　　　言をする。    

 　　④　寄宿舎には庶務係、生活係、文化係、行事係、舎友会、環境保健係をおく。  

　　⑤　庶務係は舎務に関する事項について各係との連絡調整及び寄宿舎運営に関し全体的な連絡調　

 　　　　整を行う。     

 

 　（４）組織図

  

  校    　長

  

  

 　教   　頭

  

  

  　寮務主任

  

  

  　舎務部会

 

     
     

庶  務 生  活 行  事 文  化 環境保健 舎友会      
   

 



時間

１５:２５
15:50　

　※部活　火・木 １５：２５～１６：１０
　※リフレッシュタイム
　　（運動場・体育館OK）
　　日課（入浴１７:４５まで）
　　入浴は１８:３０～１９:００まで不可
　　洗濯・アイロンがけ等

18:10

歯みがき・登校準備

夕食（おかわり１８:１０～）・後片付け・服薬
お代わりが始まれば夕食を終えた生徒は棟内OK

8:40

7:20
朝食(おかわり７：３５～）・後片付け

7:50

8:30

15:25
１５:５０

朝のミーティング

食堂清掃（食事当番）

　
　　　　　   ※部活　火木 １５：２５～１６：１０
　　　　　　※リフレッシュタイム
　　　　　　 （運動場・体育館OK）
　　　　　　 日課（入浴１９：３０まで）
　　　　　 　入浴は１８:３０～１９:００まで不可
　　　　　　　洗濯・アイロンがけ等

登校(8:40)
学校（下校：月・水・金（１５:５０）
　　　　　　　火・木（１５:２０）

寄宿舎日課表

6:45
起床（日直起床・活動）

寝具の片付け・洗面・歯みがき
（朝風呂　6:１５～6:45）

7:00
朝食準備

6:45

8:40

１年生用日課（４月～５月） ステップアップ日課

7:00

8:30

7:20

7:50

20:00

２１:０５

マイタイム
スマホ使用（食堂）、サークル活動、学習、趣味

２１：００片付け

17:40 17:40

21:45 21:45

18:10

21:30 21:30

19:00

日課（洗濯・アイロンがけ等２０：００まで）
余暇時間・学習会・サークル活動

夕食準備（準備できしだい夕食開始）

消灯・就寝

18:25

歯磨き

夜のミーティング

就寝準備・自室で過ごす

18:25

清掃（分担区清掃）　18：30～18：50
残菜・ゴミ捨て（日直）　18：50～19：00

19:00
日課（入浴・洗濯・アイロンがけ等21:00まで）

※入浴は１９:３０まで
スマホを使用する生徒は日課を

２０：００までに終える
余暇時間・学習会・サークル活動

20:00

２１:０５

リフレッシュ

タイム
１７:００まで
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27　校舎配置図・校地校舎面積 
（１）校舎配置図   校舎棟２階                          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　（２）校地面積　         29，914　㎡ 

 　　　　　                                                                                                                   　　  
  　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ①　プール　　　　　　　 654　㎡    　  

 教  室  教  室  教  室  教  室  教  室   図書室 印刷湯沸    
  3-1  3-2  3-3  3-4  3-5   室 　　職　員　室           　　　　　　　　　　　　　　　　　　②  農　場　　　　　　3，860　㎡ 

  
            　　　　　　　　　　　　　　③　温　室　　　　　　　 240　㎡

     
　介護  進路室相談室  資料室    休憩室           ④　運動場　　　　　　4，560　㎡ 
  実習       
   室       職ﾄｲﾚ  　　（３）校舎等面積　       9，023　㎡ 

  生徒会室      
  縫     休憩室           ①　一般校舎　　　　　3，874　㎡ 
  製         
  室  生徒指導  ﾄｲﾚ ﾄｲﾚ   職ﾄｲﾚ           ②　職業教育棟　　　　1，281　㎡ 

  
           ③　体育館　　　　　　　 864　㎡

  
 教  室  教  室  教  室  教  室  教  室  教  室  教  室  教  室  教  室  教  室           ④　寄宿舎　　　　　　3，001　㎡ 
  2-5  2-4   2-3  2-2   2-1  1-5  1-4  1-3  1-2  1-1  

 
 

                    ｸﾘｰﾆﾝグ  ﾎﾞｲラ  
　木 工 教 室      教　室   

                     
 準備   クリーニング  

  資材倉庫 木工準備室 室   実　習　室  
  

 焼 成 室 作品乾燥室   
   

   男子      温室  
    ﾄｲﾚ  美　術  農園芸 農園芸  
　 窯　業　教　室 窯 業   準備室 美術教室 準備室 教室   

準備室  　女子ﾄｲﾚ  温室  
  

    　  
    

  小会議室   校長室     音 楽     
 保健室 ｽﾀジｵ   視聴覚教室  　音楽教室 準備室     

   
　事   
  務                                
　室  職ﾄｲﾚ 職ﾄｲﾚ 倉庫    男 子   女子 　女子トイレ 　　　　　　　　　　　　　  

    ﾄｲﾚ 体育備品室  更衣室 　　　　　　　　　　　　　  
         男子更衣室  

　玄   　 ふれあい広場  女 子   身障トイレ  男子トイレ 　　　　　　　　　　　　　  
　関    ﾄｲﾚ 　ス  　　　　　　　　　　　　　  

    　テ   　　　　　　　　　　　　　  
 ビルクリ  相 談 室　　ﾄｲﾚ ﾄｲﾚ   教材室 　｜ 　　 　　体　　　　育　　　　館  　倉　　庫 　　　　　　　　　　　　　  
　ーニング  　ジ  　　　　　　　　　　　　　  
　室  　　　　　　　　　　　　  

  　　　　　　　　　 　　　　 
流通・サー 理 科   流通室  被 服食 物     　教科準備室
ビス教室 準備室  理科教室  パｿｺﾝ教室  被服教室 準備室準備室 食物教室 体育準備室



代 在職年度 校長名 代 在職年度 教頭名 代 在職年度 事務長名 備考

初 H2～3 真栄城徳仁 初 H2～4 大 城 正 大 初 H2～5 波照間永紘
平成2年11月1日学校設置(創立日)
校章図案決定(制作:波照間事務長)
校歌制定

2 H4～5 玉 城 義 雄 2 H5～6 田 中 康 一 2 H6～8 宮 良 亨
平成3年
4月8日第1回入学式、
5月10日開校式典(開校日)

3 H6～7 宮 城 弘 典 3 H7～１0 田 中 康 丈 3 H9～11 又 吉 伸 子
平成4年11月第1回沖高養祭

平成6年3月10日第1回卒業式

4 H8～11 仲 田 文 雄 4 H11～12 松 堂 勝 雄 4 H12～13 金 城 洋 子
平成11年10月22日校訓制定
(仲田文雄校長他制定委員会)

5 H12～13 大 濵 克 巳 5 H13～14 新 川 善 昭 5 H14～16 田 村 晃
平成12年5月12日
創立10周年記念式典
校訓碑除幕式

6 H14～15 牛 田 勝 己 6 H15 宮 城 進 6 H17～19 赤 嶺 創 錦
平成14年9月15日
南極観測船｢しらせ｣隊員へ
窯業作品贈呈

7 H16～17 當 山 昇 7 H16～17 照 屋 成 順 7 H20～22 安 和 守 浩
平成17年2月
ｽﾍﾟｼｬﾙｵﾘﾝﾋﾟｯｸｽ世界大会
フロアホッケー銀メダル

8 H18～19 塩 浜 康 男 8 H18～20 城 間 律 子 8 H23～24 西島小夜子
平成21年4月1日
｢高等養護学校｣から
｢高等特別支援学校｣へ校名変更

9 H20 知 花 久 則 9 H21～22 仲村渠 修 9 H25～27 与儀きよみ
平成22年4月1日
中部農林・南風原分教室設置

10 H21～22 新垣ひろみ 10 H23～24 金 城 馨 10 H28～29 小 渡 靖
平成22年11月12日
創立20周年記念式典
校訓碑除幕式

11 H23 中 石 直 木
11
12

H25～26
H26～27

平 良 浩 希
大城麻紀子

11 H30～R1 玉 城 整
平成26年4月1日
陽明分教室設置
教頭2人制開始

12 H24～26 與那覇広次
13
14

H27～29
H28

新 屋 敷 誠
安 里 吉 実

12 R2～3 新 屋 秀 樹
平成29年4月1日
3分教室の分離開校により
教頭１人制

13 H27～29 比 嘉 浩 15 H30～R1 下 地 靖 子 13 R4～R6 新 垣 伸 行
平成29年5月28日
全日本学校関係緑化コンクール
特選：文部科学大臣賞受賞

14 H30～R1 安 里 吉 実 16 R2～3 稲 田 洋 一 14 R7～ 伊 波 克 哉
令和2年7月11日
創立30周年記念式典

15 R2～R3 渡久地直哉 17 R4～5 前 川 考 治
令和3年10月21日
入学定員50名策定
男子27名・女子23名を上限とする

16 R4～R6 城 間 政 次 18 R6～ 友寄英一郎

令和5年4月1日
男女別の入学定員を廃止
3年生通学選択制の導入
令和6年4月1日 福祉コース導入

17 R7～ 浦 崎 達 夫

28 歴代校長、教頭及び事務長名一覧



 

29 学校案内図 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ☆那覇方面から 21､23､27､223､227 番⇒平良川バス停下車、110 番⇒沖縄高等特別支援学校前 

☆与那原、西原方面から 30 番⇒コザ十字路で具志川方面へ乗り換え⇒平良川バス停下車 

☆名護方面から 77 番⇒前原高校前下車 



 

  

  

 県立沖縄高等特別支援学校 

  

  

 校木：「ホルトノキ」   

                                                                 
                                    　　　　　　　　　　  （ホルトノキ科）

  

  

  

  

  

  

  

                                
  

  

  

       
  

       校章にもその葉が図案化されており、正門より望む木の風格は本校樹木の代表にふさわしい。

  

  

  

 校花：「ﾍﾞｺﾞﾆｱ」 

  

                                                                   （シュウカイドウ科）    
      

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

       本校施設や校内を彩る代表的な花であり、地域からも評価が高い。花言葉も「幸福な日々」、 

 　　「親切」、「丁寧」など校訓の『敬愛』を彷彿とさせる一方、年間をとおして栽培可能なことから、

 　　  優しさとしぶとさを兼ね備えた花として校花に選定した。

 

 


